
第 百 六 号 議 案

仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 八 年 仙 台 市 条 例 第 二 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
題 名 の 次 に 次 の 目 次 及 び 章 名 を 付 す る 。

目 次
第 一 章　 総 則 （ 第 一 条 ）

第 二 章　 定 年 制 度 （ 第 二 条 ― 第 五 条 ）

第 三 章　 管 理 監 督 職 勤 務 上 限 年 齢 制 （ 第 六 条 ― 第 十 一 条 ）

第 四 章　 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 制 （ 第 十 二 条 ）

第 五 章　 雑 則 （ 第 十 三 条 ）

附 則
第 一 章　 総 則

第 一 条 中 「 ） 第 二 十 八 条 の 二 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で 及 び 第 二 十 八 条 の 三 」 を 「 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ）

第 二 十 二 条 の 四 第 一 項 及 び 第 二 項 、 第 二 十 八 条 の 二 、 第 二 十 八 条 の 五 、 第 二 十 八 条 の 六 第 一 項 か ら 第 三

項 ま で 並 び に 第 二 十 八 条 の 七 」 に 改 め 、 同 条 の 次 に 次 の 章 名 を 付 す る 。

第 二 章　 定 年 制 度

第 三 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

（ 定 年 ）

第 三 条　 職 員 の 定 年 は 、 年 齢 六 十 五 年 と す る 。

第 四 条 第 一 項 か ら 第 四 項 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

任 命 権 者 は 、 定 年 に 達 し た 職 員 が 第 二 条 の 規 定 に よ り 退 職 す べ き こ と と な る 場 合 に お い て 、 次 に 掲

げ る 事 由 が あ る と 認 め る と き は 、 同 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 職 員 に 係 る 定 年 退 職 日 の 翌 日 か ら 起

算 し て 一 年 を 超 え な い 範 囲 内 で 期 限 を 定 め 、 当 該 職 員 を 当 該 定 年 退 職 日 に お い て 従 事 し て い る 職 務 に

従 事 さ せ る た め 、 引 き 続 き 勤 務 さ せ る こ と が で き る 。 た だ し 、 第 九 条 の 規 定 に よ り 異 動 期 間 （ 同 条 第

一 項 に 規 定 す る 異 動 期 間 を い う 。 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ） （ 同 条 の 規 定 に よ り 延 長 さ れ た

異 動 期 間 を 含 む 。 ） を 延 長 し た 職 員 で あ っ て 、 定 年 退 職 日 に お い て 管 理 監 督 職 （ 第 六 条 に 規 定 す る 職

を い う 。 以 下 こ の 条 及 び 第 三 章 に お い て 同 じ 。 ） を 占 め て い る 職 員 に つ い て は 、 第 九 条 第 一 項 又 は 第

二 項 の 規 定 に よ り 当 該 異 動 期 間 を 延 長 し た 場 合 で あ っ て 、 引 き 続 き 勤 務 さ せ る こ と に つ い て 人 事 委 員

会 の 承 認 を 得 た と き に 限 る も の と し 、 当 該 期 限 は 、 当 該 職 員 が 占 め て い る 管 理 監 督 職 に 係 る 異 動 期 間

の 末 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 三 年 を 超 え る こ と が で き な い 。

一�　 当 該 職 務 が 高 度 の 知 識 、 技 能 又 は 経 験 を 必 要 と す る も の で あ る た め 、 当 該 職 員 の 退 職 に よ り 生 ず

る 欠 員 を 容 易 に 補 充 す る こ と が で き ず 公 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が 生 ず る こ と
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二　 当 該 職 務 に 係 る 勤 務 環 境 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 特 殊 性 が あ る た め 、 当 該 職 員 の 退 職 に よ る 欠 員 を 容

易 に 補 充 す る こ と が で き ず 公 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が 生 ず る こ と

三　 当 該 職 務 を 担 当 す る 者 の 交 替 が 当 該 業 務 の 遂 行 上 重 大 な 障 害 と な る 特 別 の 事 情 が あ る た め 、 当 該

職 員 の 退 職 に よ り 公 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が 生 ず る こ と

２　 任 命 権 者 は 、 前 項 の 期 限 又 は こ の 項 の 規 定 に よ り 延 長 さ れ た 期 限 が 到 来 す る 場 合 に お い て 、 前 項 各

号 に 掲 げ る 事 由 が 引 き 続 き あ る と 認 め る と き は 、 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 、 こ れ ら の 期 限 の 翌 日 か ら

起 算 し て 一 年 を 超 え な い 範 囲 内 で 期 限 を 延 長 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 当 該 期 限 は 、 当 該 職 員 に 係

る 定 年 退 職 日 （ 同 項 た だ し 書 に 規 定 す る 職 員 に あ っ て は 、 当 該 職 員 が 占 め て い る 管 理 監 督 職 に 係 る 異

動 期 間 の 末 日 ） の 翌 日 か ら 起 算 し て 三 年 を 超 え る こ と が で き な い 。

３　 任 命 権 者 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 職 員 を 引 き 続 き 勤 務 さ せ る 場 合 又 は 前 項 の 規 定 に よ り 期 限 を 延 長

す る 場 合 に は 、 当 該 職 員 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。

４　 任 命 権 者 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 引 き 続 き 勤 務 す る こ と と さ れ た 職 員 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ り 期 限

が 延 長 さ れ た 職 員 に つ い て 、 第 一 項 の 期 限 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ り 延 長 さ れ た 期 限 が 到 来 す る 前 に 第

一 項 各 号 に 掲 げ る 事 由 が な く な っ た と 認 め る と き は 、 当 該 職 員 の 同 意 を 得 て 、 期 日 を 定 め て 当 該 期 限

を 繰 り 上 げ る も の と す る 。

本 則 に 次 の 三 章 を 加 え る 。

第 三 章　 管 理 監 督 職 勤 務 上 限 年 齢 制

（ 管 理 監 督 職 勤 務 上 限 年 齢 制 の 対 象 と な る 管 理 監 督 職 ）

第 六 条　 法 第 二 十 八 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 （ 病 院 、 診 療 所 、

保 健 所 そ の 他 医 療 業 務 を 担 当 す る 部 署 の あ る 施 設 等 に お い て 医 療 業 務 に 従 事 す る 医 師 及 び 歯 科 医 師 が

占 め る 職 を 除 く 。 ） と す る 。

一　 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 仙 台 市 条 例 第 六 十 五 号 ） 第 九 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 職

二�　 仙 台 市 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 八 年 仙 台 市 条 例 第 七 号 ） 第 三 条 の

三 の 規 定 に よ り 給 料 の 特 別 調 整 額 を 支 給 さ れ る 職 員 が 占 め る 職

（ 管 理 監 督 職 勤 務 上 限 年 齢 ）

第 七 条　 法 第 二 十 八 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 管 理 監 督 職 勤 務 上 限 年 齢 は 、 年 齢 六 十 年 と す る 。

（ 他 の 職 へ の 降 任 等 を 行 う に 当 た っ て 遵 守 す べ き 基 準 ）

第 八 条　 任 命 権 者 は 、 法 第 二 十 八 条 の 二 第 四 項 に 規 定 す る 他 の 職 へ の 降 任 等 （ 以 下 こ の 章 に お い て 「 他

の 職 へ の 降 任 等 」 と い う 。 ） を 行 う に 当 た っ て は 、 法 第 十 三 条 、 第 十 五 条 、 第 二 十 三 条 の 三 、 第 二 十

七 条 第 一 項 及 び 第 五 十 六 条 に 定 め る も の の ほ か 、 次 に 掲 げ る 基 準 を 遵 守 し な け れ ば な ら な い 。

一�　 当 該 職 員 の 人 事 評 価 の 結 果 又 は 勤 務 の 状 況 及 び 職 務 経 験 等 に 基 づ き 、 降 任 又 は 転 任 （ 降 給 を 伴 う

転 任 に 限 る 。 ） （ 以 下 こ の 条 及 び 第 十 条 に お い て 「 降 任 等 」 と い う 。 ） を し よ う と す る 職 の 属 す る 職

制 上 の 段 階 の 標 準 的 な 職 に 係 る 法 第 十 五 条 の 二 第 一 項 第 五 号 に 規 定 す る 標 準 職 務 遂 行 能 力 （ 次 条 第

三 項 に お い て 「 標 準 職 務 遂 行 能 力 」 と い う 。 ） 及 び 当 該 降 任 等 を し よ う と す る 職 に つ い て の 適 性 を

有 す る と 認 め ら れ る 職 に 、 降 任 等 を す る こ と

二�　 人 事 の 計 画 そ の 他 の 事 情 を 考 慮 し た 上 で 、 管 理 監 督 職 以 外 の 職 又 は 管 理 監 督 職 勤 務 上 限 年 齢 が 当
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該 職 員 の 年 齢 を 超 え る 管 理 監 督 職 の う ち で き る 限 り 上 位 の 職 制 上 の 段 階 に 属 す る 職 に 、 降 任 等 を す

る こ と

三�　 当 該 職 員 の 他 の 職 へ の 降 任 等 を す る 際 に 、 当 該 職 員 が 占 め て い た 管 理 監 督 職 が 属 す る 職 制 上 の 段

階 よ り 上 位 の 職 制 上 の 段 階 に 属 す る 管 理 監 督 職 を 占 め る 職 員 （ 以 下 こ の 号 に お い て 「 上 位 職 職 員 」

と い う 。 ） の 他 の 職 へ の 降 任 等 も す る 場 合 に は 、 第 一 号 に 掲 げ る 基 準 に 従 っ た 上 で の 状 況 そ の 他 の

事 情 を 考 慮 し て や む を 得 な い と 認 め ら れ る 場 合 を 除 き 、 上 位 職 職 員 の 降 任 等 を し た 職 が 属 す る 職 制

上 の 段 階 と 同 じ 職 制 上 の 段 階 又 は 当 該 職 制 上 の 段 階 よ り 下 位 の 職 制 上 の 段 階 に 属 す る 職 に 、 降 任 等

を す る こ と

（ 管 理 監 督 職 勤 務 上 限 年 齢 に よ る 降 任 等 及 び 管 理 監 督 職 へ の 任 用 の 制 限 の 特 例 ）

第 九 条　 任 命 権 者 は 、 他 の 職 へ の 降 任 等 を す べ き 管 理 監 督 職 を 占 め る 職 員 に つ い て 、 次 に 掲 げ る 事 由 が

あ る と 認 め る と き は 、 当 該 職 員 が 占 め る 管 理 監 督 職 に 係 る 異 動 期 間 （ 当 該 管 理 監 督 職 に 係 る 管 理 監 督

職 勤 務 上 限 年 齢 に 達 し た 日 の 翌 日 か ら 同 日 以 後 に お け る 最 初 の 四 月 一 日 ま で の 間 を い う 。 以 下 こ の 章

に お い て 同 じ 。 ） の 末 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 一 年 を 超 え な い 期 間 内 （ 当 該 期 間 内 に 定 年 退 職 日 が あ る

職 員 に あ っ て は 、 当 該 異 動 期 間 の 末 日 の 翌 日 か ら 定 年 退 職 日 ま で の 期 間 内 。 第 三 項 に お い て 同 じ 。 ）

で 当 該 異 動 期 間 を 延 長 し 、 引 き 続 き 当 該 管 理 監 督 職 を 占 め る 職 員 に 当 該 管 理 監 督 職 を 占 め た ま ま 勤 務

を さ せ る こ と が で き る 。

一�　 当 該 職 務 が 高 度 の 知 識 、 技 能 又 は 経 験 を 必 要 と す る も の で あ る た め 、 当 該 職 員 の 他 の 職 へ の 降 任

等 に よ り 生 ず る 欠 員 を 容 易 に 補 充 す る こ と が で き ず 公 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が 生 ず る こ と

二�　 当 該 職 務 に 係 る 勤 務 環 境 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 特 殊 性 が あ る た め 、 当 該 職 員 の 他 の 職 へ の 降 任 等 に

よ る 欠 員 を 容 易 に 補 充 す る こ と が で き ず 公 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が 生 ず る こ と

三�　 当 該 職 務 を 担 当 す る 者 の 交 替 が 当 該 業 務 の 遂 行 上 重 大 な 障 害 と な る 特 別 の 事 情 が あ る た め 、 当 該

職 員 の 他 の 職 へ の 降 任 等 に よ り 公 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が 生 ず る こ と

２　 任 命 権 者 は 、 前 項 又 は こ の 項 の 規 定 に よ り 異 動 期 間 （ こ れ ら の 規 定 に よ り 延 長 さ れ た 期 間 を 含 む 。 ）

が 延 長 さ れ た 管 理 監 督 職 を 占 め る 職 員 に つ い て 、 前 項 各 号 に 掲 げ る 事 由 が 引 き 続 き あ る と 認 め る と き

は 、 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 、 延 長 さ れ た 当 該 異 動 期 間 の 末 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 一 年 を 超 え な い 期

間 内 （ 当 該 期 間 内 に 定 年 退 職 日 が あ る 職 員 に あ っ て は 、 延 長 さ れ た 当 該 異 動 期 間 の 末 日 の 翌 日 か ら 定

年 退 職 日 ま で の 期 間 内 。 第 四 項 に お い て 同 じ 。 ） で 延 長 さ れ た 当 該 異 動 期 間 を 更 に 延 長 す る こ と が で

き る 。 た だ し 、 更 に 延 長 さ れ る 当 該 異 動 期 間 の 末 日 は 、 当 該 職 員 が 占 め る 管 理 監 督 職 に 係 る 異 動 期 間

の 末 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 三 年 を 超 え る こ と が で き な い 。

３　 任 命 権 者 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 異 動 期 間 を 延 長 す る こ と が で き る 場 合 を 除 き 、 他 の 職 へ の 降 任 等

を す べ き 特 定 管 理 監 督 職 群 （ 職 務 の 内 容 が 相 互 に 類 似 す る 複 数 の 管 理 監 督 職 で あ っ て 、 こ れ ら の 欠 員

を 容 易 に 補 充 す る こ と が で き な い 年 齢 別 構 成 そ の 他 の 特 別 の 事 情 が あ る 管 理 監 督 職 と し て 人 事 委 員 会

規 則 で 定 め る 管 理 監 督 職 を い う 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） に 属 す る 管 理 監 督 職 を 占 め る 職 員 に つ

い て 、 当 該 特 定 管 理 監 督 職 群 に 属 す る 管 理 監 督 職 の 属 す る 職 制 上 の 段 階 の 標 準 的 な 職 に 係 る 標 準 職 務

遂 行 能 力 及 び 当 該 管 理 監 督 職 に つ い て の 適 性 を 有 す る と 認 め ら れ る 職 員 （ 当 該 管 理 監 督 職 に 係 る 管 理

監 督 職 勤 務 上 限 年 齢 に 達 し た 職 員 を 除 く 。 ） の 数 が 当 該 管 理 監 督 職 の 数 に 満 た な い 等 の 事 情 が あ る た
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め 、 当 該 職 員 の 他 の 職 へ の 降 任 等 に よ り 当 該 管 理 監 督 職 に 生 ず る 欠 員 を 容 易 に 補 充 す る こ と が で き ず

業 務 の 遂 行 に 重 大 な 障 害 が 生 ず る と 認 め る と き は 、 当 該 職 員 が 占 め る 管 理 監 督 職 に 係 る 異 動 期 間 の 末

日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 一 年 を 超 え な い 期 間 内 で 当 該 異 動 期 間 を 延 長 し 、 引 き 続 き 当 該 管 理 監 督 職 を 占

め て い る 職 員 に 当 該 管 理 監 督 職 を 占 め た ま ま 勤 務 を さ せ 、 又 は 当 該 職 員 を 当 該 管 理 監 督 職 が 属 す る 特

定 管 理 監 督 職 群 の 他 の 管 理 監 督 職 に 降 任 し 、 若 し く は 転 任 す る こ と が で き る 。

４　 任 命 権 者 は 、 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に よ り 異 動 期 間 （ こ れ ら の 規 定 に よ り 延 長 さ れ た 期 間 を

含 む 。 ） が 延 長 さ れ た 管 理 監 督 職 を 占 め る 職 員 に つ い て 前 項 に 規 定 す る 事 由 が あ る と 認 め る と き （ 第

二 項 の 規 定 に よ り 延 長 さ れ た 当 該 異 動 期 間 を 更 に 延 長 す る こ と が で き る と き を 除 く 。 ） 、 又 は 前 項 若 し

く は こ の 項 の 規 定 に よ り 異 動 期 間 （ 前 三 項 又 は こ の 項 の 規 定 に よ り 延 長 さ れ た 期 間 を 含 む 。 ） が 延 長

さ れ た 管 理 監 督 職 を 占 め る 職 員 に つ い て 前 項 に 規 定 す る 事 由 が 引 き 続 き あ る と 認 め る と き は 、 人 事 委

員 会 の 承 認 を 得 て 、 延 長 さ れ た 当 該 異 動 期 間 の 末 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 一 年 を 超 え な い 期 間 内 で 延 長

さ れ た 当 該 異 動 期 間 を 更 に 延 長 す る こ と が で き る 。

（ 異 動 期 間 の 延 長 等 に 係 る 職 員 の 同 意 ）

第 十 条　 任 命 権 者 は 、 前 条 の 規 定 に よ り 異 動 期 間 を 延 長 す る 場 合 及 び 同 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 他 の 管 理

監 督 職 に 降 任 等 を す る 場 合 に は 、 あ ら か じ め 職 員 の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。

（ 異 動 期 間 の 延 長 事 由 が 消 滅 し た 場 合 の 措 置 ）

第 十 一 条　 任 命 権 者 は 、 第 九 条 の 規 定 に よ り 異 動 期 間 を 延 長 し た 場 合 に お い て 、 当 該 異 動 期 間 の 末 日 の

到 来 前 に 当 該 異 動 期 間 の 延 長 の 事 由 が 消 滅 し た と き は 、 他 の 職 へ の 降 任 等 を す る も の と す る 。

第 四 章　 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 制

（ 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 の 任 用 ）

第 十 二 条　 任 命 権 者 は 、 年 齢 六 十 年 に 達 し た 日 以 後 に 退 職 （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ る 職 員 そ の 他 の 法 律 に よ

り 任 期 を 定 め て 任 用 さ れ る 職 員 及 び 非 常 勤 職 員 が 退 職 す る 場 合 を 除 く 。 ） を し た 者 （ 以 下 こ の 条 に お

い て 「 年 齢 六 十 年 以 上 退 職 者 」 と い う 。 ） を 、 従 前 の 勤 務 実 績 そ の 他 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 情 報

に 基 づ く 選 考 に よ り 、 短 時 間 勤 務 の 職 （ 当 該 職 を 占 め る 職 員 の 一 週 間 当 た り の 通 常 の 勤 務 時 間 が 、 常

時 勤 務 を 要 す る 職 で そ の 職 務 が 当 該 短 時 間 勤 務 の 職 と 同 種 の 職 を 占 め る 職 員 の 一 週 間 当 た り の 通 常 の

勤 務 時 間 に 比 し 短 い 時 間 で あ る 職 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） に 採 用 す る こ と が で き る 。 た

だ し 、 年 齢 六 十 年 以 上 退 職 者 が そ の 者 を 採 用 し よ う と す る 短 時 間 勤 務 の 職 に 係 る 定 年 退 職 日 相 当 日 （ 短

時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 が 、 常 時 勤 務 を 要 す る 職 で そ の 職 務 が 当 該 短 時 間 勤 務 の 職 と 同 種 の 職 を 占

め て い る も の と し た 場 合 に お け る 定 年 退 職 日 を い う 。 ） を 経 過 し た 者 で あ る と き は 、 こ の 限 り で な い 。

第 五 章　 雑 則

（ 雑 則 ）

第 十 三 条　 こ の 条 例 の 実 施 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 。

附 則 に 次 の 見 出 し 及 び 三 項 を 加 え る 。

（ 定 年 に 関 す る 経 過 措 置 ）

３　 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 令 和 十 三 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 第 三 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、

次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 期 間 の 区 分 に 応 じ 、 同 条 中 「 六 十 五 年 」 と あ る の は 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲
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げ る 字 句 と す る 。

令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 令 和 七 年 三 月 三 十 一 日 ま で 六 十 一 年

令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 令 和 九 年 三 月 三 十 一 日 ま で 六 十 二 年

令 和 九 年 四 月 一 日 か ら 令 和 十 一 年 三 月 三 十 一 日 ま で 六 十 三 年

令 和 十 一 年 四 月 一 日 か ら 令 和 十 三 年 三 月 三 十 一 日 ま で 六 十 四 年

４　 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 令 和 十 三 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お い て 、 仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条

例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 四 年 仙 台 市 条 例 第　　 号 。 次 項 に お い て 「 令 和 四 年 改 正 条 例 」 と い う 。 ）

に よ る 改 正 前 の 第 三 条 第 一 号 に 掲 げ る 職 員 に つ い て は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 定 年 を 年 齢 六 十 五

年 と す る 。

（ 情 報 の 提 供 及 び 勤 務 の 意 思 の 確 認 ）

５　 任 命 権 者 は 、 当 分 の 間 、 職 員 （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ る 職 員 そ の 他 の 法 律 に よ り 任 期 を 定 め て 任 用 さ れ

る 職 員 、 非 常 勤 職 員 及 び 令 和 四 年 改 正 条 例 に よ る 改 正 前 の 第 三 条 第 一 号 に 掲 げ る 職 員 を 除 く 。 以 下 こ

の 項 に お い て 同 じ 。 ） が 年 齢 六 十 年 に 達 す る 日 の 属 す る 年 度 の 前 年 度 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 情 報 の

提 供 及 び 勤 務 の 意 思 の 確 認 を 行 う べ き 年 度 」 と い う 。 ） （ 情 報 の 提 供 及 び 勤 務 の 意 思 の 確 認 を 行 う べ き

年 度 に 職 員 で な か っ た 者 で 、 当 該 情 報 の 提 供 及 び 勤 務 の 意 思 の 確 認 を 行 う べ き 年 度 の 末 日 後 に 採 用 さ

れ た 職 員 （ 異 動 等 に よ り 情 報 の 提 供 及 び 勤 務 の 意 思 の 確 認 を 行 う べ き 年 度 の 末 日 を 経 過 す る こ と と

な っ た 職 員 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 末 日 経 過 職 員 」 と い う 。 ） を 除 く 。 ） に あ っ て は 当 該 職 員 が 採 用 さ

れ た 日 か ら 同 日 の 属 す る 年 度 の 末 日 ま で の 期 間 、 末 日 経 過 職 員 に あ っ て は 当 該 職 員 の 異 動 等 の 日 が 属

す る 年 度 （ 当 該 日 が 年 度 の 初 日 で あ る 場 合 は 、 当 該 年 度 の 前 年 度 ） ） に お い て 、 当 該 職 員 に 対 し 、 当

該 職 員 が 年 齢 六 十 年 に 達 す る 日 以 後 に 適 用 さ れ る 任 用 及 び 給 与 に 関 す る 措 置 の 内 容 そ の 他 の 必 要 な 情

報 を 提 供 す る も の と す る と と も に 、 同 日 の 翌 日 以 後 に お け る 勤 務 の 意 思 を 確 認 す る よ う 努 め る も の と

す る 。
附　 則

（ 施 行 期 日 ）

第 一 条　 こ の 条 例 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 附 則 第 九 条 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施

行 す る 。

（ 勤 務 延 長 に 関 す る 経 過 措 置 ）

第 二 条　 任 命 権 者 は 、 施 行 日 （ こ の 条 例 の 施 行 の 日 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 前 に こ の 条 例 に よ る 改 正 前 の

仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 旧 条 例 」 と い う 。 ） 第 四 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ り

勤 務 す る こ と と さ れ 、 か つ 、 旧 条 例 勤 務 延 長 期 限 （ 同 条 第 一 項 の 期 限 又 は 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 延

長 さ れ た 期 限 を い う 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） が 施 行 日 以 後 に 到 来 す る 職 員 （ 以 下 こ の 項 に お い

て 「 旧 条 例 勤 務 延 長 職 員 」 と い う 。 ） に つ い て 、 旧 条 例 勤 務 延 長 期 限 又 は こ の 項 の 規 定 に よ り 延 長 さ

れ た 期 限 が 到 来 す る 場 合 に お い て 、 こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新 条

例 」 と い う 。 ） 第 四 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 事 由 が あ る と 認 め る と き は 、 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 、 こ

れ ら の 期 限 の 翌 日 か ら 起 算 し て 一 年 を 超 え な い 範 囲 内 で 期 限 を 延 長 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 当 該
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期 限 は 、 当 該 旧 条 例 勤 務 延 長 職 員 に 係 る 旧 条 例 第 二 条 に 規 定 す る 定 年 退 職 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 三 年

を 超 え る こ と が で き な い 。

２　 任 命 権 者 は 、 基 準 日 （ 施 行 日 、 令 和 七 年 四 月 一 日 、 令 和 九 年 四 月 一 日 、 令 和 十 一 年 四 月 一 日 及 び 令

和 十 三 年 四 月 一 日 を い う 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） か ら 基 準 日 の 翌 年 の 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 、

基 準 日 に お け る 新 条 例 定 年 （ 新 条 例 第 三 条 に 規 定 す る 定 年 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） が 基 準 日 の 前 日 に お

け る 新 条 例 定 年 （ 基 準 日 が 施 行 日 で あ る 場 合 に は 、 施 行 日 の 前 日 に お け る 旧 条 例 第 三 条 に 規 定 す る 定

年 ） を 超 え る 職 及 び こ れ に 相 当 す る 基 準 日 以 後 に 設 置 さ れ た 職 そ の 他 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 に 、

基 準 日 か ら 基 準 日 の 翌 年 の 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 新 条 例 第 四 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 、 地 方

公 務 員 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第 六 十 三 号 。 以 下 「 令 和 三 年 改 正 法 」 と い う 。 ） 附 則

第 三 条 第 五 項 の 規 定 又 は 前 項 の 規 定 に よ り 勤 務 し て い る 職 員 の う ち 、 基 準 日 の 前 日 に お い て 同 日 に お

け る 当 該 職 に 係 る 新 条 例 定 年 （ 基 準 日 が 施 行 日 で あ る 場 合 に は 、 施 行 日 の 前 日 に お け る 旧 条 例 第 三 条

に 規 定 す る 定 年 ） に 達 し て い る 職 員 （ 当 該 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 に あ っ て は 、 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 職 員 ） を 、 昇 任 し 、 降 任 し 、 又 は 転 任 す る こ と が で き な い 。

３　 新 条 例 第 四 条 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 勤 務 に つ い て 準 用 す る 。

（ 定 年 退 職 者 等 の 再 任 用 に 関 す る 経 過 措 置 ）

第 三 条　 任 命 権 者 は 、 次 に 掲 げ る 者 の う ち 、 年 齢 六 十 五 年 に 達 す る 日 以 後 に お け る 最 初 の 三 月 三 十 一 日

（ 以 下 こ の 条 及 び 次 条 に お い て 「 特 定 年 齢 到 達 年 度 の 末 日 」 と い う 。 ） ま で の 間 に あ る 者 で あ っ て 、 当

該 者 を 採 用 し よ う と す る 常 時 勤 務 を 要 す る 職 に 係 る 旧 条 例 定 年 （ 旧 条 例 第 三 条 に 規 定 す る 定 年 を い う 。

以 下 同 じ 。 ） （ 施 行 日 以 後 に 新 た に 設 置 さ れ た 職 及 び 施 行 日 以 後 に 組 織 の 変 更 等 に よ り 名 称 が 変 更 さ れ

た 職 に あ っ て は 、 当 該 職 が 施 行 日 の 前 日 に 設 置 さ れ て い た も の と し た 場 合 に お け る 旧 条 例 定 年 に 準 じ

た 当 該 職 に 係 る 年 齢 ） に 達 し て い る 者 を 、 従 前 の 勤 務 実 績 そ の 他 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 情 報 に 基

づ く 選 考 に よ り 、 一 年 を 超 え な い 範 囲 内 で 任 期 を 定 め 、 当 該 常 時 勤 務 を 要 す る 職 に 採 用 す る こ と が で

き る 。

一�　 施 行 日 前 に 旧 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ り 退 職 し た 者

二�　 旧 条 例 第 四 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 、 令 和 三 年 改 正 法 附 則 第 三 条 第 五 項 又 は 前 条 第 一 項 の 規 定 に

よ り 勤 務 し た 後 退 職 し た 者

三�　 二 十 五 年 以 上 勤 続 し て 施 行 日 前 に 退 職 し た 者 （ 前 二 号 に 掲 げ る 者 を 除 く 。 ） で あ っ て 、 当 該 退 職

の 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 五 年 を 経 過 す る 日 ま で の 間 に あ る 者

四�　 二 十 五 年 以 上 勤 続 し て 施 行 日 前 に 退 職 し た 者 （ 前 三 号 に 掲 げ る 者 を 除 く 。 ） で あ っ て 、 当 該 退 職

の 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 五 年 を 経 過 す る 日 ま で の 間 に 、 旧 地 方 公 務 員 法 再 任 用 （ 令 和 三 年 改 正 法 に

よ る 改 正 前 の 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 八 条 の 四 第 一 項 又 は 第 二 十

八 条 の 五 第 一 項 の 規 定 に よ り 採 用 す る こ と を い う 。 ） 又 は 暫 定 再 任 用 （ こ の 項 若 し く は 次 項 又 は 次

条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に よ り 採 用 す る こ と を い う 。 次 項 第 五 号 に お い て 同 じ 。 ） を さ れ た

こ と が あ る 者

２　 令 和 十 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 、 任 命 権 者 は 、 次 に 掲 げ る 者 の う ち 、 特 定 年 齢 到 達 年 度 の 末 日 ま

で の 間 に あ る 者 で あ っ て 、 当 該 者 を 採 用 し よ う と す る 常 時 勤 務 を 要 す る 職 に 係 る 新 条 例 定 年 に 達 し て
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い る 者 を 、 従 前 の 勤 務 実 績 そ の 他 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 情 報 に 基 づ く 選 考 に よ り 、 一 年 を 超 え な

い 範 囲 内 で 任 期 を 定 め 、 当 該 常 時 勤 務 を 要 す る 職 に 採 用 す る こ と が で き る 。

一　 施 行 日 以 後 に 新 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ り 退 職 し た 者

二　 施 行 日 以 後 に 新 条 例 第 四 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ り 勤 務 し た 後 退 職 し た 者

三�　 施 行 日 以 後 に 新 条 例 第 十 二 条 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 者 の う ち 、 令 和 三 年 改 正 法 に よ る 改 正 後 の

地 方 公 務 員 法 （ 以 下 「 新 地 方 公 務 員 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 二 条 の 四 第 三 項 に 規 定 す る 任 期 が 満 了 し

た こ と に よ り 退 職 し た 者

四�　 二 十 五 年 以 上 勤 続 し て 施 行 日 以 後 に 退 職 し た 者 （ 前 三 号 に 掲 げ る 者 を 除 く 。 ） で あ っ て 、 当 該 退

職 の 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 五 年 を 経 過 す る 日 ま で の 間 に あ る 者

五�　 二 十 五 年 以 上 勤 続 し て 施 行 日 以 後 に 退 職 し た 者 （ 前 各 号 に 掲 げ る 者 を 除 く 。 ） で あ っ て 、 当 該 退

職 の 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 五 年 を 経 過 す る 日 ま で の 間 に 、 暫 定 再 任 用 を さ れ た こ と が あ る 者

３　 前 二 項 の 任 期 又 は こ の 項 の 規 定 に よ り 更 新 さ れ た 任 期 は 、 一 年 を 超 え な い 範 囲 内 で 更 新 す る こ と が

で き る 。 た だ し 、 当 該 任 期 の 末 日 は 、 前 二 項 の 規 定 に よ り 採 用 す る 者 又 は こ の 項 の 規 定 に よ り 任 期 を

更 新 す る 者 の 特 定 年 齢 到 達 年 度 の 末 日 以 前 で な け れ ば な ら な い 。

４　 暫 定 再 任 用 職 員 （ 第 一 項 若 し く は 第 二 項 又 は 次 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職

員 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 前 項 の 規 定 に よ る 任 期 の 更 新 は 、 当 該 暫 定 再 任 用 職 員 の 当 該 更 新 直 前 の 任

期 に お け る 勤 務 実 績 が 良 好 で あ る 場 合 に 行 う こ と が で き る 。

５　 任 命 権 者 は 、 暫 定 再 任 用 職 員 の 任 期 を 更 新 す る 場 合 に は 、 あ ら か じ め 当 該 暫 定 再 任 用 職 員 の 同 意 を

得 な け れ ば な ら な い 。

第 四 条　 任 命 権 者 は 、 前 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 者 の う ち 、 特 定 年 齢 到 達 年 度 の 末 日 ま で の 間 に あ る 者 で

あ っ て 、 当 該 者 を 採 用 し よ う と す る 短 時 間 勤 務 の 職 （ 新 条 例 第 十 二 条 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） に 係 る 旧 条 例 定 年 相 当 年 齢 （ 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 が 、 常 時 勤 務 を 要 す る 職

で そ の 職 務 が 当 該 短 時 間 勤 務 の 職 と 同 種 の 職 を 占 め て い る も の と し た 場 合 に お け る 旧 条 例 定 年 （ 施 行

日 以 後 に 新 た に 設 置 さ れ た 短 時 間 勤 務 の 職 及 び 施 行 日 以 後 に 組 織 の 変 更 等 に よ り 名 称 が 変 更 さ れ た 短

時 間 勤 務 の 職 に あ っ て は 、 当 該 職 が 施 行 日 の 前 日 に 設 置 さ れ て い た も の と し た 場 合 に お い て 、 当 該 職

を 占 め る 職 員 が 、 常 時 勤 務 を 要 す る 職 で そ の 職 務 が 当 該 職 と 同 種 の 職 を 占 め て い る も の と し た と き に

お け る 旧 条 例 定 年 に 準 じ た 当 該 職 に 係 る 年 齢 ） を い う 。 ） に 達 し て い る 者 を 、 従 前 の 勤 務 実 績 そ の 他

の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 情 報 に 基 づ く 選 考 に よ り 、 一 年 を 超 え な い 範 囲 内 で 任 期 を 定 め 、 当 該 短 時

間 勤 務 の 職 に 採 用 す る こ と が で き る 。

２　 令 和 十 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 、 任 命 権 者 は 、 前 条 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 者 の う ち 、 特 定 年 齢 到 達

年 度 の 末 日 ま で の 間 に あ る 者 で あ っ て 、 当 該 者 を 採 用 し よ う と す る 短 時 間 勤 務 の 職 に 係 る 新 条 例 定 年

相 当 年 齢 （ 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 が 、 常 時 勤 務 を 要 す る 職 で そ の 職 務 が 当 該 短 時 間 勤 務 の 職 と

同 種 の 職 を 占 め て い る も の と し た 場 合 に お け る 新 条 例 定 年 を い う 。 附 則 第 八 条 に お い て 同 じ 。 ） に 達

し て い る 者 （ 新 条 例 第 十 二 条 の 規 定 に よ り 当 該 短 時 間 勤 務 の 職 に 採 用 す る こ と が で き る 者 を 除 く 。 ） を 、

従 前 の 勤 務 実 績 そ の 他 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 情 報 に 基 づ く 選 考 に よ り 、 一 年 を 超 え な い 範 囲 内 で

任 期 を 定 め 、 当 該 短 時 間 勤 務 の 職 に 採 用 す る こ と が で き る 。
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３　 前 二 項 の 場 合 に お い て は 、 前 条 第 三 項 か ら 第 五 項 ま で の 規 定 を 準 用 す る 。

（ 令 和 三 年 改 正 法 附 則 第 八 条 第 三 項 の 条 例 で 定 め る 職 及 び 年 齢 ）

第 五 条　 令 和 三 年 改 正 法 附 則 第 八 条 第 三 項 の 条 例 で 定 め る 職 は 、 次 に 掲 げ る 職 と す る 。

一　 施 行 日 以 後 に 新 た に 設 置 さ れ た 職

二　 施 行 日 以 後 に 組 織 の 変 更 等 に よ り 名 称 が 変 更 さ れ た 職

２　 令 和 三 年 改 正 法 附 則 第 八 条 第 三 項 の 条 例 で 定 め る 年 齢 は 、 前 項 各 号 に 掲 げ る 職 が 施 行 日 の 前 日 に 設

置 さ れ て い た も の と し た 場 合 に お け る 旧 条 例 定 年 に 準 じ た 当 該 職 に 係 る 年 齢 と す る 。

（ 令 和 三 年 改 正 法 附 則 第 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 新 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 四

第 四 項 の 条 例 で 定 め る 職 及 び 年 齢 ）

第 六 条　 令 和 三 年 改 正 法 附 則 第 四 条 又 は 第 六 条 の 規 定 が 適 用 さ れ る 場 合 に お け る 令 和 三 年 改 正 法 附 則 第

八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 新 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 四 第 四 項 の 条 例 で 定 め る 職

は 、 次 に 掲 げ る 職 と す る 。

一　 施 行 日 以 後 に 新 た に 設 置 さ れ た 短 時 間 勤 務 の 職

二　 施 行 日 以 後 に 組 織 の 変 更 等 に よ り 名 称 が 変 更 さ れ た 短 時 間 勤 務 の 職

２　 令 和 三 年 改 正 法 附 則 第 四 条 又 は 第 六 条 の 規 定 が 適 用 さ れ る 場 合 に お け る 令 和 三 年 改 正 法 附 則 第 八 条

第 四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 新 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 四 第 四 項 の 条 例 で 定 め る 年 齢

は 、 前 項 に 規 定 す る 職 が 施 行 日 の 前 日 に 設 置 さ れ て い た も の と し た 場 合 に お い て 、 当 該 職 を 占 め る 職

員 が 、 常 時 勤 務 を 要 す る 職 で そ の 職 務 が 同 項 に 規 定 す る 職 と 同 種 の 職 を 占 め て い る も の と し た と き に

お け る 旧 条 例 定 年 に 準 じ た 同 項 に 規 定 す る 職 に 係 る 年 齢 と す る 。

（ 令 和 三 年 改 正 法 附 則 第 八 条 第 五 項 の 条 例 で 定 め る 職 並 び に 条 例 で 定 め る 者 及 び 職 員 ）

第 七 条　 令 和 三 年 改 正 法 附 則 第 八 条 第 五 項 の 条 例 で 定 め る 職 は 、 次 に 掲 げ る 職 の う ち 、 当 該 職 が 基 準 日

（ 附 則 第 三 条 又 は 第 四 条 の 規 定 が 適 用 さ れ る 間 に お け る 各 年 の 四 月 一 日 （ 施 行 日 を 除 く 。 ） を い う 。 以

下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） の 前 日 に 設 置 さ れ て い た も の と し た 場 合 に お い て 、 基 準 日 に お け る 新 条 例

定 年 が 基 準 日 の 前 日 に お け る 新 条 例 定 年 を 超 え る 職 と す る 。

一　 基 準 日 以 後 に 新 た に 設 置 さ れ た 職 （ 短 時 間 勤 務 の 職 を 含 む 。 ）

二　 基 準 日 以 後 に 組 織 の 変 更 等 に よ り 名 称 が 変 更 さ れ た 職 （ 短 時 間 勤 務 の 職 を 含 む 。 ）

２　 令 和 三 年 改 正 法 附 則 第 八 条 第 五 項 の 条 例 で 定 め る 者 は 、 前 項 に 規 定 す る 職 が 基 準 日 の 前 日 に 設 置 さ

れ て い た も の と し た 場 合 に お い て 、 同 日 に お け る 当 該 職 に 係 る 新 条 例 定 年 に 達 し て い る 者 と す る 。

３　 令 和 三 年 改 正 法 附 則 第 八 条 第 五 項 の 条 例 で 定 め る 職 員 は 、 第 一 項 に 規 定 す る 職 が 基 準 日 の 前 日 に 設

置 さ れ て い た も の と し た 場 合 に お い て 、 同 日 に お け る 当 該 職 に 係 る 新 条 例 定 年 に 達 し て い る 職 員 と す

る 。
（ 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 に 関 す る 経 過 措 置 ）

第 八 条　 任 命 権 者 は 、 基 準 日 （ 令 和 七 年 四 月 一 日 、 令 和 九 年 四 月 一 日 、 令 和 十 一 年 四 月 一 日 及 び 令 和 十

三 年 四 月 一 日 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） か ら 基 準 日 の 翌 年 の 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 、 基 準

日 に お け る 新 条 例 定 年 相 当 年 齢 が 基 準 日 の 前 日 に お け る 新 条 例 定 年 相 当 年 齢 を 超 え る 短 時 間 勤 務 の 職

（ 基 準 日 に お け る 新 条 例 定 年 相 当 年 齢 が 新 条 例 第 三 条 に 規 定 す る 定 年 で あ る 短 時 間 勤 務 の 職 に 限 る 。 ）
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及 び こ れ に 相 当 す る 基 準 日 以 後 に 設 置 さ れ た 短 時 間 勤 務 の 職 そ の 他 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 短 時 間

勤 務 の 職 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 新 条 例 原 則 定 年 相 当 年 齢 引 上 げ 短 時 間 勤 務 職 」 と い う 。 ） に 、 基 準

日 の 前 日 ま で に 新 条 例 第 十 二 条 に 規 定 す る 年 齢 六 十 年 以 上 退 職 者 と な っ た 者 （ 基 準 日 前 か ら 新 条 例 第

四 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ り 勤 務 し た 後 基 準 日 以 後 に 退 職 を し た 者 を 含 む 。 ） の う ち 基 準 日 の

前 日 に お い て 同 日 に お け る 当 該 新 条 例 原 則 定 年 相 当 年 齢 引 上 げ 短 時 間 勤 務 職 に 係 る 新 条 例 定 年 相 当 年

齢 に 達 し て い る 者 （ 当 該 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 短 時 間 勤 務 の 職 に あ っ て は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め

る 者 ） を 、 新 条 例 第 十 二 条 の 規 定 に よ り 採 用 す る こ と が で き ず 、 新 条 例 原 則 定 年 相 当 年 齢 引 上 げ 短 時

間 勤 務 職 に 、 同 条 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職 員 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」

と い う 。 ） の う ち 基 準 日 の 前 日 に お い て 同 日 に お け る 当 該 新 条 例 原 則 定 年 相 当 年 齢 引 上 げ 短 時 間 勤 務

職 に 係 る 新 条 例 定 年 相 当 年 齢 に 達 し て い る 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 （ 当 該 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め

る 短 時 間 勤 務 の 職 に あ っ て は 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 ） を 、 昇 任 し 、

降 任 し 、 又 は 転 任 す る こ と が で き な い 。

（ 令 和 三 年 改 正 法 附 則 第 二 条 第 三 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 年 齢 ）

第 九 条　 令 和 三 年 改 正 法 附 則 第 二 条 第 三 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 年 齢 は 、 年 齢 六 十 年 と す る 。

（ 仙 台 市 職 員 の 再 任 用 に 関 す る 条 例 の 廃 止 ）

第 十 条　 仙 台 市 職 員 の 再 任 用 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 仙 台 市 条 例 第 三 号 ） は 、 廃 止 す る 。

（ 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 一 条　 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 三 年 仙 台 市

条 例 第 八 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 二 項 第 一 号 中 「 （ 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 八 条 の 四 第 一

項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 者 を 除 く 。 ） 」 を 削 り 、 同 項 第 三 号 中 「 地 方 公 務 員 法 」 の 下 に 「 （ 昭 和 二 十

五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 」 を 加 え 、 同 項 中 第 五 号 を 第 六 号 と し 、 第 四 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

五　 仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 第 九 条 の 規 定 に よ り 異 動 期 間 （ 同 条 の 規 定 に よ り 延 長 さ れ た

期 間 を 含 む 。 ） を 延 長 さ れ た 管 理 監 督 職 を 占 め る 職 員

（ 仙 台 市 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 二 条　 仙 台 市 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 仙 台 市 条 例 第 五 十 六 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 二 項 中 第 五 号 を 第 六 号 と し 、 第 四 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

五　 仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 第 九 条 の 規 定 に よ り 異 動 期 間 （ 同 条 の 規 定 に よ り 延 長 さ れ た

期 間 を 含 む 。 ） を 延 長 さ れ た 管 理 監 督 職 を 占 め る 職 員

第 十 一 条 中 第 五 号 を 第 六 号 と し 、 第 四 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

五　 仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 第 九 条 の 規 定 に よ り 異 動 期 間 （ 同 条 の 規 定 に よ り 延 長 さ れ た

期 間 を 含 む 。 ） を 延 長 さ れ た 管 理 監 督 職 を 占 め る 職 員

（ 仙 台 市 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 三 条　 仙 台 市 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 仙 台 市 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。
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第 二 条 中 第 三 号 を 第 四 号 と し 、 第 二 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

三　 仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 第 九 条 の 規 定 に よ り 異 動 期 間 （ 同 条 の 規 定 に よ り 延 長 さ れ た

期 間 を 含 む 。 ） を 延 長 さ れ た 管 理 監 督 職 を 占 め る 職 員

第 八 条 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

三　 仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 第 九 条 の 規 定 に よ り 異 動 期 間 （ 同 条 の 規 定 に よ り 延 長 さ れ た

期 間 を 含 む 。 ） を 延 長 さ れ た 管 理 監 督 職 を 占 め る 職 員

第 十 七 条 第 二 号 中 「 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 」 を 「 第 二 十 二 条 の 四 第 三 項 」 に 、 「 短 時 間 勤 務 の 職 を

占 め る 職 員 」 を 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 に 、 「 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 」 を 「 定 年 前 再 任 用

短 時 間 勤 務 職 員 」 に 改 め る 。

第 十 八 条 第 一 項 中 「 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 」 を 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 に 改 め る 。

（ 暫 定 再 任 用 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 経 過 措 置 ）

第 十 四 条　 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 暫 定 再 任 用 職 員 は 、 前 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 仙 台 市 職 員 の 育 児 休

業 等 に 関 す る 条 例 第 十 七 条 第 二 号 に 規 定 す る 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 と み な し て 、 同 条 例 の 規 定

を 適 用 す る 。

２　 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 暫 定 再 任 用 職 員 の 育 児 休 業 、 育 児 短 時 間 勤 務 及 び 部 分 休 業 に 関 し 必 要 な

事 項 は 、 任 命 権 者 が 定 め る 。

（ 仙 台 市 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況 の 公 表 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 五 条　 仙 台 市 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況 の 公 表 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 七 年 仙 台 市 条 例 第 三 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 中 「 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 」 を 「 第 二 十 二 条 の 四 第 一 項 」 に 改 め る 。

（ 技 能 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 六 条　 技 能 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 八 年 仙 台 市 条 例 第 六 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 中 「 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 」 を 「 第 二 十 二 条 の 四

第 三 項 に 規 定 す る 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 （ 以 下 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 と い う 。 ） で あ る 」

に 改 め る 。

第 七 条 第 二 項 中 「 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る も の 」 を 「 定 年 前 再

任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 に 改 め る 。

第 二 十 二 条 の 見 出 し を 「 （ 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て の 適 用 除 外 ） 」 に 改 め 、 同 条 中 「 法

第 二 十 八 条 の 四 第 一 項 又 は 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職 員 」 を 「 定 年 前 再 任 用 短

時 間 勤 務 職 員 」 に 改 め る 。

（ 暫 定 再 任 用 技 能 職 員 の 給 与 に 関 す る 経 過 措 置 ）

第 十 七 条　 地 方 公 務 員 法 第 五 十 七 条 に 規 定 す る 単 純 な 労 務 に 雇 用 さ れ る 者 で 常 時 勤 務 を 要 す る 職 を 占 め

る 暫 定 再 任 用 職 員 で あ る も の （ 第 三 項 に お い て 「 暫 定 再 任 用 フ ル タ イ ム 勤 務 技 能 職 員 」 と い う 。 ） は 、

前 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 技 能 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い

て 「 新 技 能 職 員 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 （ 次 項 に
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お い て 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 と い う 。 ） と み な し て 、 新 技 能 職 員 給 与 条 例 第 二 十 二 条 の 規

定 を 適 用 す る 。

２　 地 方 公 務 員 法 第 五 十 七 条 に 規 定 す る 単 純 な 労 務 に 雇 用 さ れ る 者 で 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 暫 定 再 任

用 職 員 で あ る も の （ 次 項 に お い て 「 暫 定 再 任 用 短 時 間 勤 務 技 能 職 員 」 と い う 。 ） は 、 定 年 前 再 任 用 短

時 間 勤 務 職 員 と み な し て 、 新 技 能 職 員 給 与 条 例 の 規 定 を 適 用 す る 。

３　 前 二 項 に 定 め る も の の ほ か 、 暫 定 再 任 用 フ ル タ イ ム 勤 務 技 能 職 員 及 び 暫 定 再 任 用 短 時 間 勤 務 技 能 職

員 の 給 与 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 任 命 権 者 が 定 め る 。

（ 仙 台 市 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 十 八 条　 仙 台 市 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 八 年 仙 台 市 条 例 第 七 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 中 「 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 」 を 「 第 二 十 二 条 の 四

第 三 項 に 規 定 す る 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 （ 以 下 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 と い う 。 ） で あ る 」

に 改 め る 。

第 七 条 第 二 項 中 「 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る も の 」 を

「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 に 改 め る 。

第 二 十 三 条 中 「 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 」 を 「 定

年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 に 改 め る 。

第 二 十 四 条 の 見 出 し を 「 （ 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て の 適 用 除 外 ） 」 に 改 め 、 同 条 中 「 地

方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の 四 第 一 項 又 は 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 職 員 」 を 「 定 年

前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 に 改 め る 。

（ 暫 定 再 任 用 企 業 職 員 の 給 与 に 関 す る 経 過 措 置 ）

第 十 九 条　 企 業 職 員 で 常 時 勤 務 を 要 す る 職 を 占 め る 暫 定 再 任 用 職 員 で あ る も の （ 第 三 項 に お い て 「 暫 定

再 任 用 フ ル タ イ ム 勤 務 企 業 職 員 」 と い う 。 ） は 、 前 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 仙 台 市 企 業 職 員 の 給 与 の

種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 「 新 企 業 職 員 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 条

第 一 項 に 規 定 す る 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 （ 次 項 に お い て 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 と い

う 。 ） と み な し て 、 新 企 業 職 員 給 与 条 例 第 二 十 四 条 の 規 定 を 適 用 す る 。

２　 企 業 職 員 で 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 暫 定 再 任 用 職 員 で あ る も の （ 次 項 に お い て 「 暫 定 再 任 用 短 時 間

勤 務 企 業 職 員 」 と い う 。 ） は 、 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 と み な し て 、 新 企 業 職 員 給 与 条 例 の 規 定

を 適 用 す る 。

３　 前 二 項 に 定 め る も の の ほ か 、 暫 定 再 任 用 フ ル タ イ ム 勤 務 企 業 職 員 及 び 暫 定 再 任 用 短 時 間 勤 務 企 業 職

員 の 給 与 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 管 理 者 が 定 め る 。

理　 由

地 方 公 務 員 法 の 改 正 を 考 慮 し 職 員 の 定 年 を 年 齢 六 十 五 年 と す る と と も に 管 理 監 督 職 勤 務 上 限 年 齢 に よ

る 降 任 等 に 関 す る 事 項 を 定 め る 等 の た め 、 現 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案

を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 仙 台 市 条 例 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 二 項 中 「 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 」 を 「 第 二 十 二 条 の

四 第 三 項 に 規 定 す る 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 に 、 「 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 を 「 定 年 前 再 任 用 短

時 間 勤 務 職 員 」 に 改 め る 。

第 三 条 第 一 項 た だ し 書 及 び 第 二 項 た だ し 書 並 び に 第 四 条 第 二 項 中 「 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 を 「 定 年

前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 に 改 め る 。

第 八 条 の 二 第 四 項 中 「 第 十 五 条 第 一 項 」 を 「 第 十 五 条 第 一 項 第 一 号 」 に 改 め る 。

第 十 五 条 第 一 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

家 庭 支 援 休 暇 は 、 次 に 掲 げ る 場 合 に お け る 休 暇 と す る 。

一　 職 員 が 配 偶 者 、 父 母 、 子 、 配 偶 者 の 父 母 そ の 他 任 命 権 者 が 定 め る 者 で 負 傷 、 疾 病 又 は 老 齢 に よ り

任 命 権 者 が 定 め る 期 間 に わ た り 日 常 生 活 を 営 む の に 支 障 が あ る も の （ 以 下 「 要 介 護 者 」 と い う 。 ）

の 介 護 を す る た め に 勤 務 し な い こ と が 相 当 で あ る と 認 め ら れ る 場 合

二　 職 員 が 前 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し た こ と を 理 由 と し て 家 庭 支 援 休 暇 を 取 得 し た 後 に お い て も な お

当 該 家 庭 支 援 休 暇 に 係 る 要 介 護 者 に つ い て 介 護 を 必 要 と す る 状 態 が 継 続 し て お り 、 当 該 要 介 護 者 の

介 護 を す る た め に 勤 務 し な い こ と が 相 当 で あ る と 認 め ら れ る 場 合 （ 同 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る こ

と に よ り 更 に 当 該 要 介 護 者 に 係 る 家 庭 支 援 休 暇 を 取 得 す る こ と が で き る 場 合 を 除 く 。 ）

三　 職 員 が 不 妊 治 療 を 受 け る た め に 勤 務 し な い こ と が 相 当 で あ る と 認 め ら れ る 場 合

第 十 五 条 第 二 項 第 一 号 中 「 職 員 が 要 介 護 者 の 介 護 を す る た め に 」 を 「 前 項 第 一 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当

す る こ と を 理 由 と し て 」 に 、 「 次 条 第 一 項 」 を 「 次 号 及 び 次 条 第 二 項 各 号 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 職

員 が 不 妊 治 療 を 受 け る た め に 」 を 「 前 項 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る こ と を 理 由 と し て 」 に 改 め 、 同

号 を 同 項 第 三 号 と し 、 同 項 第 一 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

二　 前 項 第 二 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る こ と を 理 由 と し て 家 庭 支 援 休 暇 を 取 得 す る 場 合　 要 介 護 者 に

係 る 指 定 期 間 が 満 了 し た 日 以 後 に お い て 、 任 命 権 者 が 職 員 の 申 出 に 基 づ き 、 当 該 要 介 護 者 が 当 該 介

護 を 必 要 と す る 一 の 継 続 す る 状 態 ご と に 、 三 回 を 超 え ず 、 か つ 、 通 算 し て 六 月 を 超 え な い 範 囲 内 で

指 定 す る 期 間 （ 次 条 第 二 項 各 号 に お い て 「 継 続 指 定 期 間 」 と い う 。 ） 内 に お い て 必 要 と 認 め ら れ る

期 間

第 十 五 条 の 二 第 一 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

介 護 部 分 休 業 は 、 次 に 掲 げ る 場 合 に お け る 休 暇 と す る 。

一　 職 員 が 要 介 護 者 の 介 護 を す る た め に 一 日 の 勤 務 時 間 の 一 部 に つ き 勤 務 し な い こ と が 相 当 で あ る と

認 め ら れ る 場 合

二　 職 員 が 前 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し た こ と を 理 由 と し て 介 護 部 分 休 業 を 取 得 し た 後 に お い て も な お
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当 該 介 護 部 分 休 業 に 係 る 要 介 護 者 に つ い て 介 護 を 必 要 と す る 状 態 が 継 続 し て お り 、 当 該 要 介 護 者 の

介 護 を す る た め に 一 日 の 勤 務 時 間 の 一 部 に つ き 勤 務 し な い こ と が 相 当 で あ る と 認 め ら れ る 場 合

第 十 五 条 の 二 第 三 項 を 同 条 第 四 項 と し 、 同 条 第 二 項 中 「 前 項 に 規 定 す る 」 を 「 前 項 各 号 に 掲 げ る 」 に

改 め 、 同 項 を 同 条 第 三 項 と し 、 同 条 第 一 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２　 介 護 部 分 休 業 の 期 間 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 期 間 と す る 。

一　 前 項 第 一 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る こ と を 理 由 と し て 介 護 部 分 休 業 を 取 得 す る 場 合　 要 介 護 者 の

各 々 が 当 該 介 護 を 必 要 と す る 一 の 継 続 す る 状 態 ご と に 、 連 続 す る 三 年 の 期 間 （ 当 該 要 介 護 者 に 係 る

指 定 期 間 及 び 継 続 指 定 期 間 と 重 複 す る 期 間 を 除 く 。 ）

二　 前 項 第 二 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る こ と を 理 由 と し て 介 護 部 分 休 業 を 取 得 す る 場 合　 要 介 護 者 の

各 々 が 当 該 介 護 を 必 要 と す る 一 の 継 続 す る 状 態 ご と に 、 連 続 す る 一 年 の 期 間 （ 当 該 要 介 護 者 に 係 る

指 定 期 間 及 び 継 続 指 定 期 間 と 重 複 す る 期 間 を 除 く 。 ）

第 十 八 条 中 「 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 を 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 に 改 め る 。

附　 則

（ 施 行 期 日 ）

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 暫 定 再 任 用 職 員 に 関 す る 経 過 措 置 ）

２　 地 方 公 務 員 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第 六 十 三 号 ） 附 則 第 九 条 第 二 項 に 規 定 す る 暫 定

再 任 用 職 員 で 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 四 第 一 項 に 規 定 す る 短

時 間 勤 務 の 職 を 占 め る も の は 、 こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 以 下

「 新 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 と み な し て 、 新 条 例 の 規

定 を 適 用 す る 。

（ 家 庭 支 援 休 暇 に 関 す る 経 過 措 置 ）

３　 こ の 条 例 に よ る 改 正 前 の 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 旧 条 例 」 と い う 。 ） 第 十 五

条 第 一 項 の 規 定 に よ り 認 め ら れ た 家 庭 支 援 休 暇 （ 要 介 護 者 （ 同 項 に 規 定 す る 要 介 護 者 を い う 。 ） の 介

護 を す る た め の も の に 限 る 。 ） は 、 新 条 例 第 十 五 条 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に よ り 認 め ら れ た 家 庭 支 援 休

暇 と み な す 。 こ の 場 合 に お い て 、 旧 条 例 第 十 五 条 第 二 項 第 一 号 の 規 定 に よ り 指 定 し た 期 間 は 、 新 条 例

第 十 五 条 第 二 項 第 一 号 の 規 定 に よ り 指 定 し た 期 間 と み な す 。

４　 旧 条 例 第 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 認 め ら れ た 家 庭 支 援 休 暇 （ 不 妊 治 療 を 受 け る た め の も の に 限

る 。 ） は 、 新 条 例 第 十 五 条 第 一 項 第 三 号 の 規 定 に よ り 認 め ら れ た 家 庭 支 援 休 暇 と み な す 。 こ の 場 合 に

お い て 、 旧 条 例 第 十 五 条 第 二 項 第 二 号 の 必 要 と 認 め ら れ る 期 間 は 、 新 条 例 第 十 五 条 第 二 項 第 三 号 の 必

要 と 認 め ら れ る 期 間 と み な す 。

（ 介 護 部 分 休 業 に 関 す る 経 過 措 置 ）

５　 旧 条 例 第 十 五 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 認 め ら れ た 介 護 部 分 休 業 は 、 新 条 例 第 十 五 条 の 二 第 一 項 第

一 号 の 規 定 に よ り 認 め ら れ た 介 護 部 分 休 業 と み な す 。

（ 委 任 ）

６　 附 則 第 二 項 か ら 前 項 ま で に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 任 命 権 者 が 定
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め る 。

理　 由

要 介 護 者 に つ い て 介 護 を 必 要 と す る 状 態 が 継 続 し て い る 場 合 に 再 度 の 家 庭 支 援 休 暇 及 び 介 護 部 分 休 業

を 取 得 す る こ と が で き る こ と と す る と と も に 、 地 方 公 務 員 法 の 改 正 に 伴 い 所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う た め 、

現 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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第 百 八 号 議 案

職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 仙 台 市 条 例 第 六 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 七 条 第 二 項 中 「 の 定 め る 」 を 「 で 定 め る 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 及 び 第 五 項 中 「 そ の 者 」 を 「 当 該 職

員 」 に 改 め 、 同 条 第 十 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

10　 法 第 二 十 二 条 の 四 第 三 項 に 規 定 す る 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 （ 以 下 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務

職 員 」 と い う 。 ） の 給 料 月 額 は 、 当 該 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 に 適 用 さ れ る 給 料 表 の 定 年 前 再 任

用 短 時 間 勤 務 職 員 の 項 に 掲 げ る 基 準 給 料 月 額 の う ち 、 前 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 当 該 定 年 前 再 任 用 短 時

間 勤 務 職 員 の 属 す る 職 務 の 級 に 応 じ た 額 に 、 勤 務 時 間 条 例 第 二 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 当 該

定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 の 勤 務 時 間 を 同 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 勤 務 時 間 で 除 し て 得 た

数 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。

第 七 条 の 二 を 次 の よ う に 改 め る 。

第 七 条 の 二　 削 除

第 七 条 の 三 第 一 項 中 「 規 定 す る 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 」 の 下 に 「 （ 以 下 「 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 」 と

い う 。 ） 」 を 加 え る 。

第 十 二 条 第 一 項 第 一 号 中 「 以 下 」 の 下 に 「 こ の 項 及 び 第 三 項 に お い て 」 を 加 え 、 同 項 第 二 号 中 「 以 下 」

の 下 に 「 こ の 条 に お い て 」 を 加 え 、 同 条 第 三 項 第 一 号 中 「 算 出 し た そ の 者 」 を 「 算 出 し た 当 該 職 員 」 に

改 め 、 「 相 当 す る 額 （ 以 下 」 の 下 に 「 こ の 号 に お い て 」 を 加 え 、 同 号 た だ し 書 中 「 以 下 」 の 下 に 「 こ の

項 及 び 次 項 に お い て 」 を 加 え 、 「 そ の 者 」 を 「 当 該 職 員 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」

を 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 「 そ の 者 」 を 「 当 該 職 員 」 に 改 め る 。

第 十 五 条 第 一 項 中 「 場 合 は 」 を 「 場 合 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 及 び 第 三 項 中 「 再 任 用 短 時 間 勤 務 職

員 」 を 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 に 改 め る 。

第 十 九 条 の 二 第 一 項 、 第 十 九 条 の 三 第 一 項 及 び 第 十 九 条 の 四 第 一 項 中 「 再 任 用 職 員 」 を 「 定 年 前 再 任

用 短 時 間 勤 務 職 員 」 に 改 め る 。

第 十 九 条 の 五 第 二 項 中 「 第 二 十 条 」 を 「 第 二 十 条 第 二 項 各 号 」 に 、 「 そ の 者 」 を 「 当 該 職 員 」 に 改 め 、

同 条 第 三 項 中 「 再 任 用 職 員 」 を 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 に 改 め る 。

第 二 十 条 第 一 項 中 「 こ の 条 」 を 「 こ の 項 か ら 第 三 項 ま で 」 に 、 「 そ の 者 」 を 「 当 該 職 員 」 に 改 め 、 同

条 第 二 項 各 号 中 「 再 任 用 職 員 」 を 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 に 改 め る 。

第 二 十 三 条 の 見 出 し 中 「 再 任 用 職 員 」 を 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 に 改 め 、 同 条 中 「 第 九 条 の 三 」

を 「 第 七 条 第 一 項 か ら 第 九 項 ま で 、 第 九 条 の 三 」 に 、 「 再 任 用 職 員 」 を 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」

に 改 め る 。

附 則 に 次 の 十 一 項 を 加 え る 。

46　 当 分 の 間 、 職 員 の 給 料 月 額 は 、 当 該 職 員 が 六 十 歳 に 達 し た 日 後 に お け る 最 初 の 四 月 一 日 （ 附 則 第 四
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十 八 項 に お い て 「 特 定 日 」 と い う 。 ） 以 後 、 当 該 職 員 に 適 用 さ れ る 給 料 表 の 給 料 月 額 の う ち 、 第 六 条

第 三 項 の 規 定 に よ り 当 該 職 員 の 属 す る 職 務 の 級 並 び に 第 七 条 第 一 項 、 第 二 項 、 第 四 項 及 び 第 五 項 の 規

定 に よ り 当 該 職 員 の 受 け る 号 俸 に 応 じ た 額 に 百 分 の 七 十 を 乗 じ て 得 た 額 （ 当 該 額 に 、 五 十 円 未 満 の 端

数 を 生 じ た と き は こ れ を 切 り 捨 て 、 五 十 円 以 上 百 円 未 満 の 端 数 を 生 じ た と き は こ れ を 百 円 に 切 り 上 げ

る も の と す る 。 ） と す る 。

47　 前 項 の 規 定 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 に は 適 用 し な い 。

一　 臨 時 の 職 員 そ の 他 の 法 律 に よ り 任 期 を 定 め て 任 用 さ れ る 職 員 及 び 常 勤 を 要 し な い 職 員

二　 仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 四 年 仙 台 市 条 例 第　　 号 ） に よ る

改 正 前 の 仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 八 年 仙 台 市 条 例 第 二 十 四 号 ） 第 三 条 第 一 号 に

掲 げ る 職 員 に 相 当 す る 職 員

三　 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ り 法 第 二 十 八 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 異 動 期 間

（ 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ り 延 長 さ れ た 期 間 を 含 む 。 ） を 延 長 さ れ た 法 第 二

十 八 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 管 理 監 督 職 を 占 め る 職 員

四　 仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 第 四 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ り 勤 務 し て い る 職 員 （ 同 条

例 第 二 条 に 規 定 す る 定 年 退 職 日 に お い て 前 項 の 規 定 が 適 用 さ れ て い た 職 員 を 除 く 。 ）

48　 法 第 二 十 八 条 の 二 第 四 項 に 規 定 す る 他 の 職 へ の 降 任 等 を さ れ た 職 員 で あ っ て 、 当 該 他 の 職 へ の 降 任

等 を さ れ た 日 （ 以 下 こ の 項 及 び 附 則 第 五 十 項 に お い て 「 異 動 日 」 と い う 。 ） の 前 日 か ら 引 き 続 き 同 一

の 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 の う ち 、 特 定 日 に 附 則 第 四 十 六 項 の 規 定 に よ り 当 該 職 員 の 受 け る 給 料 月

額 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 特 定 日 給 料 月 額 」 と い う 。 ） が 異 動 日 の 前 日 に 当 該 職 員 が 受 け て い た 給 料

月 額 に 百 分 の 七 十 を 乗 じ て 得 た 額 （ 当 該 額 に 、 五 十 円 未 満 の 端 数 を 生 じ た と き は こ れ を 切 り 捨 て 、 五

十 円 以 上 百 円 未 満 の 端 数 を 生 じ た と き は こ れ を 百 円 に 切 り 上 げ る も の と す る 。 以 下 こ の 項 に お い て

「 基 礎 給 料 月 額 」 と い う 。 ） に 達 し な い こ と と な る 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） に は 、

当 分 の 間 、 特 定 日 以 後 、 附 則 第 四 十 六 項 の 規 定 に よ り 当 該 職 員 の 受 け る 給 料 月 額 の ほ か 、 基 礎 給 料 月

額 と 特 定 日 給 料 月 額 と の 差 額 に 相 当 す る 額 を 給 料 と し て 支 給 す る 。

49　 前 項 の 規 定 に よ る 給 料 の 額 と 当 該 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 の 受 け る 給 料 月 額 と の 合 計 額 が 第 六 条 第 三

項 の 規 定 に よ り 当 該 職 員 の 属 す る 職 務 の 級 に お け る 最 高 の 号 俸 の 給 料 月 額 を 超 え る 場 合 に お け る 前 項

の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 基 礎 給 料 月 額 と 特 定 日 給 料 月 額 」 と あ る の は 、 「 第 六 条 第 三 項 の

規 定 に よ り 当 該 職 員 の 属 す る 職 務 の 級 に お け る 最 高 の 号 俸 の 給 料 月 額 と 当 該 職 員 の 受 け る 給 料 月 額 」

と す る 。

50　 異 動 日 の 前 日 か ら 引 き 続 き 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 （ 附 則 第 四 十 六 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職 員

に 限 り 、 附 則 第 四 十 八 項 に 規 定 す る 職 員 を 除 く 。 ） で あ っ て 、 同 項 の 規 定 に よ る 給 料 を 支 給 さ れ る 職

員 と の 権 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら れ る 職 員 に は 、 当 分 の 間 、 当 該 職 員 の 受 け る 給 料 月 額 の ほ か 、 人 事

委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 前 二 項 の 規 定 に 準 じ て 算 出 し た 額 を 給 料 と し て 支 給 す る 。

51　 附 則 第 四 十 八 項 又 は 前 項 の 規 定 に よ る 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 以 外 の 附 則 第 四 十 六 項 の 規 定 の 適 用 を

受 け る 職 員 で あ っ て 、 任 用 の 事 情 を 考 慮 し て 当 該 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 と の 権 衡 上 必 要 が あ る と 認 め

ら れ る 職 員 に は 、 当 分 の 間 、 当 該 職 員 の 受 け る 給 料 月 額 の ほ か 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ
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り 、 前 三 項 の 規 定 に 準 じ て 算 出 し た 額 を 給 料 と し て 支 給 す る 。

52　 附 則 第 四 十 八 項 又 は 前 二 項 の 規 定 に よ る 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 に 対 す る 第 七 条 の 三 、 第 十 九 条 の 五

第 五 項 （ 第 二 十 条 第 四 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） 及 び

第 二 十 条 の 二 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 第 七 条 の 三 中 「 給 料 月 額 に 」 と あ る の は 「 給 料 月 額 と 附 則 第

四 十 八 項 、 第 五 十 項 又 は 第 五 十 一 項 の 規 定 に よ る 給 料 の 額 と の 合 計 額 に 」 と 、 第 十 九 条 の 五 第 五 項 及

び 第 二 十 条 の 二 中 「 給 料 月 額 」 と あ る の は 「 給 料 月 額 と 附 則 第 四 十 八 項 、 第 五 十 項 又 は 第 五 十 一 項 の

規 定 に よ る 給 料 の 額 と の 合 計 額 」 と す る 。

53　 附 則 第 四 十 八 項 、 第 五 十 項 又 は 第 五 十 一 項 の 規 定 に よ る 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 に 対 す る 仙 台 市 教 育

職 員 の 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 第 二 条 第 一 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 給 料 月

額 」 と あ る の は 、 「 給 料 月 額 と 給 与 条 例 附 則 第 四 十 八 項 、 第 五 十 項 又 は 第 五 十 一 項 の 規 定 に よ る 給 料

の 額 と の 合 計 額 」 と す る 。

54　 育 児 短 時 間 勤 務 職 員 等 に 対 す る 附 則 第 四 十 六 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 ） と す る 」 と あ

る の は 、 「 ） に 、 第 七 条 の 三 第 一 項 に 規 定 す る 算 出 率 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 」 と す る 。

55　 任 命 権 者 は 、 附 則 第 四 十 六 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 職 員 に 対 し 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に

よ り 、 同 項 の 規 定 の 適 用 に よ り 給 料 月 額 が 異 動 す る こ と と な っ た 旨 の 通 知 を 行 う も の と す る 。

56　 附 則 第 四 十 六 項 か ら 前 項 ま で に 定 め る も の の ほ か 、 附 則 第 四 十 六 項 の 規 定 に よ る 給 料 月 額 、 附 則 第

四 十 八 項 の 規 定 に よ る 給 料 そ の 他 附 則 第 四 十 六 項 か ら 前 項 ま で の 規 定 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 。

別 表 第 一 再 任 用 職 員 以 外 の 職 員 の 項 中 「再任用職員 」 を 「定年前再任用短時間勤務職員 」 に 改 め 、 同

表 再 任 用 職 員 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表 第 二 再 任 用 職 員 以 外 の 職 員 の 項 中 「再任用職員 」 を 「定年前再任用短時間勤務職員 」 に 改 め 、 同

表 再 任 用 職 員 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

定 年
前 再
任 用
短 時
間 勤
務 職
員

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円 円 円 円 円

205,000 245,600 264,300 294,400 313,900 335,800 388,800 436,600

定 年
前 再
任 用
短 時
間 勤
務 職
員

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円 円 円 円 円

215,100 248,600 277,500 312,200 329,300 352,600 388,800 436,600
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別 表 第 三 イ の 表 再 任 用 職 員 以 外 の 職 員 の 項 中 「再任用職員 」 を 「定年前再任用短時間勤務職員 」 に 改

め 、 同 表 再 任 用 職 員 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表 第 三 ロ の 表 再 任 用 職 員 以 外 の 職 員 の 項 中 「再任用職員 」 を 「定年前再任用短時間勤務職員 」 に 改

め 、 同 表 再 任 用 職 員 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表 第 四 イ の 表 再 任 用 職 員 以 外 の 職 員 の 項 中 「再任用職員 」 を 「定年前再任用短時間勤務職員 」 に 改

め 、 同 表 再 任 用 職 員 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表 第 四 ロ の 表 再 任 用 職 員 以 外 の 職 員 の 項 中 「再任用職員 」 を 「定年前再任用短時間勤務職員 」 に 改

め 、 同 表 再 任 用 職 員 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

定 年
前 再
任 用
短 時
間 勤
務 職
員

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円 円

234,200 276,300 305,100 333,500 418,800

定 年
前 再
任 用
短 時
間 勤
務 職
員

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円 円

224,300 273,000 300,000 326,800 408,700

定 年
前 再
任 用
短 時
間 勤
務 職
員

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円 円

294,900 346,500 397,400 464,800 508,800

定 年
前 再
任 用
短 時
間 勤
務 職
員

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円 円 円 円

234,500 263,500 268,600 278,800 306,900 348,100 378,700
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附　 則

（ 施 行 期 日 ）

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２　 改 正 後 の 附 則 第 四 十 六 項 か ら 第 五 十 六 項 ま で の 規 定 は 、 地 方 公 務 員 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和

三 年 法 律 第 六 十 三 号 ） 附 則 第 三 条 第 五 項 又 は 第 六 項 の 規 定 に よ り 勤 務 し て い る 職 員 に は 適 用 し な い 。

３　 暫 定 再 任 用 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 附 則 第 九 条 第 二 項 に 規 定 す る 暫 定 再 任 用 職 員

を い う 。 以 下 同 じ 。 ） （ 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 四 第 一 項 に 規

定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 暫 定 再 任 用 職 員 （ 以 下 「 暫 定 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 と い う 。 ） を 除 く 。

以 下 こ の 項 か ら 附 則 第 五 項 ま で に お い て 同 じ 。 ） の 給 料 月 額 は 、 当 該 暫 定 再 任 用 職 員 が 定 年 前 再 任 用

短 時 間 勤 務 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 四 第 三 項 に 規 定 す る 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 を い う 。

以 下 同 じ 。 ） で あ る も の と し た 場 合 に 適 用 さ れ る 第 六 条 第 一 項 に 規 定 す る 給 料 表 の 定 年 前 再 任 用 短 時

間 勤 務 職 員 の 項 に 掲 げ る 基 準 給 料 月 額 の う ち 、 同 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 当 該 暫 定 再 任 用 職 員 の 属 す る

職 務 の 級 に 応 じ た 額 と す る 。

４　 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 。 次 項 に お い て 「 育 児 休 業 法 」 と い

う 。 ） 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 育 児 短 時 間 勤 務 を し て い る 暫 定 再 任 用 職 員 に 対 す る 前 項 の 規 定 の 適 用

に つ い て は 、 同 項 中 「 と す る 」 と あ る の は 、 「 に 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 七 条 の 三 第 一 項 に 規 定

す る 算 出 率 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 」 と す る 。

５　 前 項 の 規 定 は 、 育 児 休 業 法 第 十 七 条 の 規 定 に よ る 短 時 間 勤 務 を し て い る 暫 定 再 任 用 職 員 に つ い て 準

用 す る 。

６　 暫 定 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 の 給 料 月 額 は 、 当 該 暫 定 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 が 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤

務 職 員 で あ る も の と し た 場 合 に 適 用 さ れ る 第 六 条 第 一 項 に 規 定 す る 給 料 表 の 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務

職 員 の 項 に 掲 げ る 基 準 給 料 月 額 の う ち 、 同 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 当 該 暫 定 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 の 属

す る 職 務 の 級 に 応 じ た 額 に 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 仙 台 市 条 例 第 六 号 ） 第

二 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 当 該 暫 定 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 の 勤 務 時 間 を 同 条 第 一 項 の 規 定 に

よ り 定 め ら れ た 勤 務 時 間 で 除 し て 得 た 数 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。

７　 暫 定 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 は 、 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 と み な し て 、 改 正 後 の 第 十 二 条 第 三 項

第 二 号 並 び に 第 十 五 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 を 適 用 す る 。

８　 暫 定 再 任 用 職 員 は 、 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 と み な し て 、 改 正 後 の 第 十 九 条 の 二 第 一 項 、 第 十

九 条 の 三 第 一 項 、 第 十 九 条 の 四 第 一 項 及 び 第 十 九 条 の 五 第 三 項 の 規 定 を 適 用 す る 。

９　 改 正 後 の 第 二 十 条 第 一 項 の 職 員 に 暫 定 再 任 用 職 員 が 含 ま れ る 場 合 に お け る 勤 勉 手 当 の 額 の 同 条 第 二

項 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分 ご と の 総 額 の 算 定 に 係 る 同 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 第 一 号 中 「 定

年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 と あ る の は 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 地 方 公 務 員 法 の 一 部 を 改

正 す る 法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第 六 十 三 号 ） 附 則 第 九 条 第 二 項 に 規 定 す る 暫 定 再 任 用 職 員 （ 次 号 に お い て 「 暫

定 再 任 用 職 員 」 と い う 。 ） 」 と 、 同 項 第 二 号 中 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 と あ る の は 「 定 年 前 再

任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 暫 定 再 任 用 職 員 」 と す る 。
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10　 第 七 条 第 一 項 、 第 四 項 及 び 第 六 項 か ら 第 九 項 ま で 、 第 九 条 の 三 か ら 第 十 一 条 ま で 、 第 十 一 条 の 二 第

三 項 、 第 十 一 条 の 三 、 第 十 三 条 、 第 十 九 条 の 四 の 二 並 び に 第 十 九 条 の 四 の 三 の 規 定 並 び に 改 正 後 の 第

七 条 第 二 項 、 第 三 項 及 び 第 五 項 の 規 定 は 、 暫 定 再 任 用 職 員 に は 適 用 し な い 。

（ 人 事 委 員 会 規 則 へ の 委 任 ）

11　 附 則 第 二 項 か ら 前 項 ま で に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 。

（ 仙 台 市 職 員 の 懲 戒 の 手 続 及 び 効 果 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

12　 仙 台 市 職 員 の 懲 戒 の 手 続 及 び 効 果 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 仙 台 市 条 例 第 四 十 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

�　 第 三 条 中 「 期 間 、 」 の 下 に 「 そ の 発 令 の 日 に 受 け る 」 を 、 「 、 日 額 」 の 下 に 「 。 以 下 こ の 条 に お い て

同 じ 。 」 を 加 え 、 同 条 に 後 段 と し て 次 の よ う に 加 え る 。

　�　 こ の 場 合 に お い て 、 そ の 減 ず る 額 が 現 に 受 け る 給 料 の 月 額 の 十 分 の 一 に 相 当 す る 額 を 超 え る と き

は 、 当 該 額 を 減 ず る も の と す る 。

理　 由

地 方 公 務 員 法 の 改 正 を 考 慮 し 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 の 給 料 月 額 を 定 め る と と も に 特 定 日 以 後 の

職 員 に 係 る 給 与 に 関 す る 特 例 を 定 め る 等 の た め 、 現 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の

条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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第 百 九 号 議 案

仙 台 市 職 員 退 職 手 当 条 例 及 び 仙 台 市 立 学 校 職 員 退 職 手 当 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 職 員 退 職 手 当 条 例 及 び 仙 台 市 立 学 校 職 員 退 職 手 当 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 仙 台 市 職 員 退 職 手 当 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条　 仙 台 市 職 員 退 職 手 当 条 例 （ 昭 和 二 十 八 年 仙 台 市 条 例 第 三 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 法 第 二 十 八 条 の 四 第 一 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 者 及 び 」 を 削 り 、 同 条 第 四 号 中 「 十 八

日 」 の 下 に 「 （ 一 月 間 の 日 数 （ 仙 台 市 の 休 日 を 定 め る 条 例 （ 平 成 元 年 仙 台 市 条 例 第 六 十 一 号 ） 第 一 条

第 一 項 各 号 に 掲 げ る 日 の 日 数 は 、 算 入 し な い 。 ） が 二 十 日 に 満 た な い 日 数 の 場 合 に あ っ て は 、 十 八 日

か ら 二 十 日 と 当 該 日 数 と の 差 に 相 当 す る 日 数 を 減 じ た 日 数 。 第 十 条 の 二 第 二 項 に お い て 「 職 員 み な し

日 数 」 と い う 。 ） 」 を 加 え る 。

第 二 条 の 三 中 「 第 五 条 の 二 」 を 「 第 五 条 の 三 」 に 、 「 並 び に 」 を 「 及 び 」 に 、 「 及 び 第 六 条 の 二 」 を

「 か ら 第 六 条 の 三 ま で 」 に 、 「 第 六 条 の 三 」 を 「 第 六 条 の 四 」 に 改 め る 。

第 四 条 第 一 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 十 一 年 以 上 二 十 五 年 未 満 （ 第 二 号 に あ っ て は 、 二 十 五 年 未 満 ） の 期 間 勤 続 し た 者 で あ っ て 、 次 に

掲 げ る も の に 対 す る 退 職 手 当 の 基 本 額 は 、 退 職 の 日 に お け る そ の 者 の 給 料 月 額 （ 以 下 「 退 職 日 給 料

月 額 」 と い う 。 ） に 、 そ の 者 の 勤 続 期 間 の 区 分 ご と に 当 該 区 分 に 応 じ た 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 の 合 計

額 と す る 。

一　 仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 八 年 仙 台 市 条 例 第 二 十 四 号 ） 第 二 条 の 規 定 に よ り

退 職 し た 者 （ 同 条 例 第 四 条 第 一 項 の 期 限 又 は 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 延 長 さ れ た 期 限 の 到 来 に よ

り 退 職 し た 者 を 含 む 。 ）

二　 そ の 者 の 事 情 に よ ら な い で 引 き 続 い て 勤 務 す る こ と を 困 難 と す る 理 由 に よ り 退 職 し た 者 で 任 命

権 者 が 別 に 定 め る も の

三　 組 織 及 び 業 務 の 効 率 的 運 営 を 確 保 す る た め の 退 職 の 募 集 に 応 じ て 退 職 し た 者

四　 人 事 の 刷 新 を 図 る た め の 勧 奨 を 受 け て 退 職 し た 者

第 四 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

３　 第 一 項 に 規 定 す る 勤 続 期 間 の 区 分 及 び 当 該 区 分 に 応 じ た 割 合 は 、 次 の と お り と す る 。

一　 一 年 以 上 十 年 以 下 の 期 間 に つ い て は 、 一 年 に つ き 百 分 の 百 二 十 五

二　 十 一 年 以 上 十 五 年 以 下 の 期 間 に つ い て は 、 一 年 に つ き 百 分 の 百 三 十 七 ・ 五

三　 十 六 年 以 上 二 十 四 年 以 下 の 期 間 に つ い て は 、 一 年 に つ き 百 分 の 二 百

第 五 条 の 見 出 し 中 「 整 理 退 職 等 」 を 「 二 十 五 年 以 上 勤 続 後 の 定 年 退 職 等 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項 を 次

の よ う に 改 め る 。

�　 次 に 掲 げ る 者 に 対 す る 退 職 手 当 の 基 本 額 は 、 退 職 日 給 料 月 額 に 、 そ の 者 の 勤 続 期 間 の 区 分 ご と に

当 該 区 分 に 応 じ た 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 の 合 計 額 と す る 。
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一　 二 十 五 年 以 上 勤 続 し 、 仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ り 退 職 し た 者 （ 同 条

例 第 四 条 第 一 項 の 期 限 又 は 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 延 長 さ れ た 期 限 の 到 来 に よ り 退 職 し た 者 を 含

む 。 ）

二　 職 制 若 し く は 定 数 の 改 廃 又 は 予 算 の 減 少 に よ り 廃 職 若 し く は 過 員 を 生 ず る こ と に よ り 退 職 し た

者
三　 公 務 上 の 傷 病 又 は 死 亡 に よ り 退 職 し た 者

四　 二 十 五 年 以 上 勤 続 し 、 そ の 者 の 事 情 に よ ら な い で 引 き 続 い て 勤 続 す る こ と を 困 難 と す る 理 由 に

よ り 退 職 し た 者 で 任 命 権 者 が 別 に 定 め る も の

五　 二 十 五 年 以 上 勤 続 し 、 組 織 及 び 業 務 の 効 率 的 運 営 を 確 保 す る た め の 退 職 の 募 集 に 応 じ て 退 職 し

た 者

六　 二 十 五 年 以 上 勤 続 し 、 人 事 の 刷 新 を 図 る た め の 勧 奨 を 受 け て 退 職 し た 者

第 五 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

３　 第 一 項 に 規 定 す る 勤 続 期 間 の 区 分 及 び 当 該 区 分 に 応 じ た 割 合 は 、 次 の と お り と す る 。

一　 一 年 以 上 十 年 以 下 の 期 間 に つ い て は 、 一 年 に つ き 百 分 の 百 五 十

二　 十 一 年 以 上 二 十 五 年 以 下 の 期 間 に つ い て は 、 一 年 に つ き 百 分 の 百 六 十 五

三　 二 十 六 年 以 上 三 十 四 年 以 下 の 期 間 に つ い て は 、 一 年 に つ き 百 分 の 百 八 十

四　 三 十 五 年 以 上 の 期 間 に つ い て は 、 一 年 に つ き 百 分 の 百 五

第 五 条 の 二 を 次 の よ う に 改 め る 。

（ 給 料 月 額 の 減 額 改 定 以 外 の 理 由 に よ り 給 料 月 額 が 減 額 さ れ た こ と が あ る 場 合 の 退 職 手 当 の 基 本 額

に 係 る 特 例 ）

第 五 条 の 二　 退 職 し た 者 の 基 礎 在 職 期 間 中 に 、 給 料 月 額 の 減 額 改 定 （ 給 料 月 額 の 改 定 を す る 条 例 が 制

定 さ れ た 場 合 に お い て 、 当 該 条 例 に よ る 改 定 に よ り 当 該 改 定 前 に 受 け て い た 給 料 月 額 が 減 額 さ れ る

こ と を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 以 外 の 理 由 に よ り そ の 者 の 給 料 月 額 が 減 額 さ れ た こ と が あ る 場 合 に お い

て 、 当 該 理 由 が 生 じ た 日 （ 以 下 「 減 額 日 」 と い う 。 ） に お け る 当 該 理 由 に よ り 減 額 さ れ な か っ た も

の と し た 場 合 の そ の 者 の 給 料 月 額 の う ち 最 も 多 い も の （ 以 下 「 特 定 減 額 前 給 料 月 額 」 と い う 。 ） が 、

退 職 日 給 料 月 額 よ り も 多 い と き は 、 そ の 者 に 対 す る 退 職 手 当 の 基 本 額 は 、 前 三 条 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 額 の 合 計 額 と す る 。

一　 そ の 者 が 特 定 減 額 前 給 料 月 額 に 係 る 減 額 日 の う ち 最 も 遅 い 日 の 前 日 に 現 に 退 職 し た 理 由 と 同 一

の 理 由 に よ り 退 職 し た も の と し 、 か つ 、 そ の 者 の 同 日 ま で の 勤 続 期 間 及 び 特 定 減 額 前 給 料 月 額 を

基 礎 と し て 、 前 三 条 の 規 定 に よ り 計 算 し た 場 合 の 退 職 手 当 の 基 本 額 に 相 当 す る 額

二　 退 職 日 給 料 月 額 に 、 イ に 掲 げ る 割 合 か ら ロ に 掲 げ る 割 合 を 控 除 し た 割 合 を 乗 じ て 得 た 額

イ　 そ の 者 に 対 す る 退 職 手 当 の 基 本 額 が 前 三 条 の 規 定 に よ り 計 算 し た 額 で あ る も の と し た 場 合 に

お け る 当 該 退 職 手 当 の 基 本 額 の 退 職 日 給 料 月 額 に 対 す る 割 合

ロ　 前 号 に 掲 げ る 額 の 特 定 減 額 前 給 料 月 額 に 対 す る 割 合

２　 前 項 の 「 基 礎 在 職 期 間 」 と は 、 そ の 者 に 係 る 退 職 （ こ の 条 例 そ の 他 の 条 例 の 規 定 に よ り 、 こ の 条

例 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 を 支 給 し な い こ と と し て い る 退 職 を 除 く 。 ） の 日 以 前 の 期 間 の う ち 、 次 の
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各 号 に 掲 げ る 在 職 期 間 に 該 当 す る も の （ 当 該 期 間 中 に こ の 条 例 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 の 支 給 を 受 け

た こ と 又 は 第 八 条 第 五 項 に 規 定 す る 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 等 と し て 退 職 し た こ と に よ り 退 職 手 当

（ こ れ に 相 当 す る 給 与 を 含 む 。 ） の 支 給 を 受 け た こ と が あ る 場 合 に お け る こ れ ら の 退 職 手 当 に 係 る 退

職 の 日 以 前 の 期 間 及 び 同 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 職 員 と し て の 引 き 続 い た 在 職 期 間 の 全 期 間 が 切 り 捨

て ら れ た こ と 又 は 第 十 二 条 第 一 項 若 し く は 第 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 一 般 の 退 職 手 当 等 （ 第 二 条

の 三 及 び 第 六 条 の 五 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 （ 以 下 「 一 般 の 退 職 手 当 」 と い う 。 ） 及 び 第 十 条 の 規 定

に よ る 退 職 手 当 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 全 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を 受 け た こ と に よ り 一 般

の 退 職 手 当 等 の 支 給 を 受 け な か っ た こ と が あ る 場 合 に お け る 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 に 係 る 退 職 の 日

以 前 の 期 間 （ こ れ ら の 退 職 の 日 に 職 員 又 は 第 八 条 第 五 項 に 規 定 す る 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 等 と な っ

た と き は 、 当 該 退 職 の 日 前 の 期 間 ） を 除 く 。 ） を い う 。

一　 職 員 と し て の 引 き 続 い た 在 職 期 間

二　 第 八 条 第 五 項 の 規 定 に よ り 職 員 と し て の 引 き 続 い た 在 職 期 間 に 含 む も の と さ れ た 職 員 以 外 の 地

方 公 務 員 等 と し て の 引 き 続 い た 在 職 期 間

三　 第 八 条 第 五 項 に 規 定 す る 再 び 職 員 と な っ た 者 の 同 項 に 規 定 す る 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 等 と し て

の 引 き 続 い た 在 職 期 間

四　 前 三 号 に 掲 げ る 期 間 に 準 ず る も の と し て 任 命 権 者 が 定 め る 在 職 期 間

第 五 条 の 三 を 第 五 条 の 四 と し 、 第 五 条 の 二 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 定 年 前 早 期 退 職 者 に 対 す る 退 職 手 当 の 基 本 額 に 係 る 特 例 ）

第 五 条 の 三　 第 五 条 第 一 項 第 二 号 か ら 第 六 号 ま で に 掲 げ る 者 の う ち 、 仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条

例 第 二 条 に 規 定 す る 定 年 退 職 日 か ら 六 月 前 ま で に 退 職 し た 者 で あ っ て 、 そ の 勤 続 期 間 が 二 十 五 年 以

上 で あ り 、 か つ 、 そ の 年 齢 が 退 職 の 日 に お い て 定 め ら れ て い る そ の 者 に 係 る 定 年 か ら 十 五 年 を 減 じ

た 年 齢 以 上 で あ る も の に 対 す る 同 項 及 び 前 条 第 一 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ

る 規 定 中 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 に 読 み 替 え る も の と す る 。

読 み 替 え る 規 定 読 み 替 え ら れ る 字 句 読 み 替 え る 字 句

第 五 条 第 一 項 退 職 日 給 料 月 額 退 職 日 給 料 月 額 及 び 退 職 日 給 料 月 額 に 退 職 の 日 に お

い て 定 め ら れ て い る そ の 者 に 係 る 定 年 と 退 職 の 日 に

お け る そ の 者 の 年 齢 と の 差 に 相 当 す る 年 数 一 年 に つ

き 百 分 の 二 を 乗 じ て 得 た 額 の 合 計 額

第 五 条 の 二 第 一 項 第

一 号

及 び 特 定 減 額 前 給 料

月 額

並 び に 特 定 減 額 前 給 料 月 額 及 び 特 定 減 額 前 給 料 月 額

に 退 職 の 日 に お い て 定 め ら れ て い る そ の 者 に 係 る 定

年 と 退 職 の 日 に お け る そ の 者 の 年 齢 と の 差 に 相 当 す

る 年 数 一 年 に つ き 百 分 の 二 を 乗 じ て 得 た 額 の 合 計 額
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第 五 条 の 二 第 一 項 第

二 号

退 職 日 給 料 月 額 に 、 退 職 日 給 料 月 額 及 び 退 職 日 給 料 月 額 に 退 職 の 日 に お

い て 定 め ら れ て い る そ の 者 に 係 る 定 年 と 退 職 の 日 に

お け る そ の 者 の 年 齢 と の 差 に 相 当 す る 年 数 一 年 に つ

き 百 分 の 二 を 乗 じ て 得 た 額 の 合 計 額 に 、

第 五 条 の 二 第 一 項 第

二 号 ロ

前 号 に 掲 げ る 額 そ の 者 が 特 定 減 額 前 給 料 月 額 に 係 る 減 額 日 の う ち 最

も 遅 い 日 の 前 日 に 現 に 退 職 し た 理 由 と 同 一 の 理 由 に

よ り 退 職 し た も の と し 、 か つ 、 そ の 者 の 同 日 ま で の

勤 続 期 間 及 び 特 定 減 額 前 給 料 月 額 を 基 礎 と し て 、 前

三 条 の 規 定 に よ り 計 算 し た 場 合 の 退 職 手 当 の 基 本 額

に 相 当 す る 額

第 六 条 の 二 を 次 の よ う に 改 め る 。

第 六 条 の 二　 第 五 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 計 算 し た 退 職 手 当 の 基 本 額 が 次 の 各 号 に 掲 げ る 同 項 第 二

号 ロ に 掲 げ る 割 合 の 区 分 に 応 じ 当 該 各 号 に 定 め る 額 を 超 え る と き は 、 同 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当

該 各 号 に 定 め る 額 を そ の 者 の 退 職 手 当 の 基 本 額 と す る 。

一　 六 十 以 上　 特 定 減 額 前 給 料 月 額 に 六 十 を 乗 じ て 得 た 額

二　 六 十 未 満　 特 定 減 額 前 給 料 月 額 に 第 五 条 の 二 第 一 項 第 二 号 ロ に 掲 げ る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 及 び

退 職 日 給 料 月 額 に 六 十 か ら 当 該 割 合 を 控 除 し た 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 の 合 計 額

第 六 条 の 四 第 一 項 中 「 、 第 五 条 」 の 下 に 「 、 第 五 条 の 二 」 を 加 え 、 同 条 を 第 六 条 の 五 と す る 。

第 六 条 の 三 第 一 項 中 「 、 そ の 者 の 基 礎 在 職 期 間 」 の 下 に 「 （ 第 五 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 基 礎 在 職

期 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 、 「 以 下 」 の 下 に 「 こ の 項 及 び 第 五 項 に お い て 」 を 加 え 、 同 条 第 二 項 を

削 り 、 同 条 第 三 項 中 「 前 項 第 二 号 」 を 「 第 五 条 の 二 第 二 項 第 二 号 」 に 、 「 第 一 項 」 を 「 前 項 」 に 改 め 、

同 項 を 同 条 第 二 項 と し 、 同 条 第 四 項 を 同 条 第 三 項 と し 、 同 条 第 五 項 を 同 条 第 四 項 と し 、 同 条 第 六 項 を

同 条 第 五 項 と し 、 同 条 を 第 六 条 の 四 と す る 。

第 六 条 の 二 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

第 六 条 の 三　 第 五 条 の 三 に 規 定 す る 者 に 対 す る 前 二 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ

る 規 定 中 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 に 読 み 替 え る も の と す る 。

読 み 替 え る 規 定 読 み 替 え ら れ る 字 句 読 み 替 え る 字 句

第 六 条 第 三 条 か ら 第 五 条 ま

で

第 五 条 の 三 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 第 五 条

退 職 日 給 料 月 額 退 職 日 給 料 月 額 及 び 退 職 日 給 料 月 額 に 退 職 の 日 に お

い て 定 め ら れ て い る そ の 者 に 係 る 定 年 と 退 職 の 日 に

お け る そ の 者 の 年 齢 と の 差 に 相 当 す る 年 数 一 年 に つ

き 百 分 の 二 を 乗 じ て 得 た 額 の 合 計 額
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こ れ ら の 第 五 条 の 三 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 第 五 条

の

第 六 条 の 二 第 五 条 の 二 第 一 項 の 第 五 条 の 三 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 第 五 条

の 二 第 一 項 の

同 項 第 二 号 ロ 第 五 条 の 三 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 同 項 第

二 号 ロ

同 項 の 同 条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 同 項 の

第 六 条 の 二 第 一 号 特 定 減 額 前 給 料 月 額 特 定 減 額 前 給 料 月 額 及 び 特 定 減 額 前 給 料 月 額 に 退 職

の 日 に お い て 定 め ら れ て い る そ の 者 に 係 る 定 年 と 退

職 の 日 に お け る そ の 者 の 年 齢 と の 差 に 相 当 す る 年 数

一 年 に つ き 百 分 の 二 を 乗 じ て 得 た 額 の 合 計 額

第 六 条 の 二 第 二 号 特 定 減 額 前 給 料 月 額 特 定 減 額 前 給 料 月 額 及 び 特 定 減 額 前 給 料 月 額 に 退 職

の 日 に お い て 定 め ら れ て い る そ の 者 に 係 る 定 年 と 退

職 の 日 に お け る そ の 者 の 年 齢 と の 差 に 相 当 す る 年 数

一 年 に つ き 百 分 の 二 を 乗 じ て 得 た 額 の 合 計 額

第 五 条 の 二 第 一 項 第

二 号 ロ

第 五 条 の 三 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 第 五 条

の 二 第 一 項 第 二 号 ロ

及 び 退 職 日 給 料 月 額 並 び に 退 職 日 給 料 月 額 及 び 退 職 日 給 料 月 額 に 退 職 の

日 に お い て 定 め ら れ て い る そ の 者 に 係 る 定 年 と 退 職

の 日 に お け る そ の 者 の 年 齢 と の 差 に 相 当 す る 年 数 一

年 に つ き 百 分 の 二 を 乗 じ て 得 た 額 の 合 計 額

当 該 割 合 当 該 第 五 条 の 三 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 同

号 ロ に 掲 げ る 割 合

第 八 条 第 五 項 中 「 、 非 常 勤 の 職 員 又 は 法 第 二 十 八 条 の 四 第 一 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 者 」 を 「 又

は 非 常 勤 の 職 員 」 に 改 め 、 同 条 第 七 項 中 「 第 六 条 の 四 」 を 「 第 六 条 の 五 」 に 改 め る 。

第 十 条 の 二 第 二 項 中 「 に 規 定 す る 基 準 勤 続 期 間 」 を 「 の 「 基 準 勤 続 期 間 」 」 に 、 「 十 八 日 」 を 「 職 員

み な し 日 数 」 に 改 め る 。

第 十 三 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 五 項 第 二 号 中 「 禁 錮
こ

」 を 「 禁 錮 」 に 改 め る 。

第 十 四 条 の 見 出 し 及 び 同 条 第 一 項 第 一 号 中 「 禁 錮
こ

」 を 「 禁 錮 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 及 び 第 三 号 中 「 再

任 用 職 員 に 対 す る 免 職 処 分 」 を 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 に 対 す る 免 職 処 分 」 に 改 め る 。

第 十 五 条 第 一 項 第 一 号 中 「 禁 錮
こ

」 を 「 禁 錮 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 及 び 第 三 号 中 「 再 任 用 職 員 に 対 す

る 免 職 処 分 」 を 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 に 対 す る 免 職 処 分 」 に 改 め る 。

第 十 七 条 第 一 項 中 「 。 以 下 こ の 条 」 を 「 。 以 下 こ の 項 か ら 第 六 項 ま で 」 に 、 「 に あ っ て は 」 を 「 に は 」

に 改 め 、 同 条 第 二 項 及 び 第 三 項 中 「 に あ っ て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 「 禁 錮
こ

」 を 「 禁 錮 」 に 、 「 に

あ っ て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 五 項 中 「 再 任 用 職 員 に 対 す る 免 職 処 分 」 を 「 定 年 前 再 任 用 短 時

間 勤 務 職 員 に 対 す る 免 職 処 分 」 に 、 「 に あ っ て は 」 を 「 に は 」 に 改 め る 。
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附 則 第 一 項 中 「 因 る 」 を 「 よ る 」 に 改 め る 。

附 則 中 第 二 項 か ら 第 十 項 ま で を 削 り 、 第 十 一 項 を 第 二 項 と し 、 第 十 二 項 か ら 第 十 四 項 ま で を 九 項 ず

つ 繰 り 上 げ る 。

附 則 第 十 五 項 中 「 第 五 条 の 二 」 を 「 第 五 条 の 三 ま で 及 び 附 則 第 十 五 項 か ら 第 二 十 三 項 」 に 、 「 第 六

条 の 四 第 一 項 」 を 「 第 六 条 の 五 第 一 項 」 に 、 「 附 則 第 十 五 項 」 を 「 附 則 第 六 項 」 に 改 め 、 同 項 を 附 則

第 六 項 と す る 。

附 則 第 十 六 項 中 「 同 項 」 の 下 に 「 又 は 第 五 条 の 二 及 び 附 則 第 十 八 項 」 を 加 え 、 同 項 を 附 則 第 七 項 と

す る 。
附 則 第 十 七 項 中 「 第 五 条 」 の 下 に 「 又 は 附 則 第 十 六 項 」 を 加 え 、 「 附 則 第 十 五 項 」 を 「 附 則 第 六 項 」

に 改 め 、 同 項 を 附 則 第 八 項 と す る 。

附 則 第 十 八 項 を 削 る 。

附 則 第 十 九 項 た だ し 書 中 「 第 六 条 の 四 第 二 項 」 を 「 第 六 条 の 五 第 二 項 」 に 改 め 、 同 項 を 附 則 第 九 項

と す る 。

附 則 第 二 十 項 中 「 第 六 条 の 四 第 二 項 」 を 「 第 六 条 の 五 第 二 項 」 に 改 め 、 同 項 を 附 則 第 十 項 と す る 。

附 則 第 二 十 一 項 を 附 則 第 十 一 項 と し 、 附 則 第 二 十 二 項 か ら 附 則 第 二 十 四 項 ま で を 十 項 ず つ 繰 り 上 げ 、

附 則 に 次 の 九 項 を 加 え る 。

15　 当 分 の 間 、 第 四 条 第 一 項 の 規 定 は 、 十 一 年 以 上 二 十 五 年 未 満 の 期 間 勤 続 し た 者 で あ っ て 、 六 十 歳

に 達 し た 日 以 後 そ の 者 の 非 違 に よ る こ と な く 退 職 し た 者 （ 定 年 の 定 め の な い 職 を 退 職 し た 者 及 び 同

項 又 は 同 条 第 二 項 の 規 定 に 該 当 す る 者 を 除 く 。 ） に 対 す る 退 職 手 当 の 基 本 額 に つ い て 準 用 す る 。 こ

の 場 合 に お け る 第 三 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第 一 項 中 「 又 は 第 五 条 」 と あ る の は 、 「 、 第

五 条 又 は 附 則 第 十 五 項 」 と す る 。

16　 当 分 の 間 、 第 五 条 第 一 項 の 規 定 は 、 二 十 五 年 以 上 の 期 間 勤 続 し た 者 で あ っ て 、 六 十 歳 に 達 し た 日

以 後 そ の 者 の 非 違 に よ る こ と な く 退 職 し た 者 （ 定 年 の 定 め の な い 職 を 退 職 し た 者 及 び 同 項 又 は 同 条

第 二 項 の 規 定 に 該 当 す る 者 を 除 く 。 ） に 対 す る 退 職 手 当 の 基 本 額 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お

け る 第 三 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第 一 項 中 「 又 は 第 五 条 」 と あ る の は 、 「 、 第 五 条 又 は 附

則 第 十 六 項 」 と す る 。

17　 前 二 項 の 規 定 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 が 退 職 し た 場 合 に 支 給 す る 退 職 手 当 の 基 本 額 に つ い て は 適 用 し

な い 。

一　 仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 四 年 仙 台 市 条 例 第　　 号 ） に よ

る 改 正 前 の 仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 第 三 条 第 一 号 に 掲 げ る 職 員 に 相 当 す る 職 員

二　 給 与 そ の 他 の 処 遇 の 状 況 が 前 号 に 掲 げ る 職 員 に 類 す る 職 員 と し て 任 命 権 者 が 定 め る 職 員

18　 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 附 則 第 四 十 六 項 の 規 定 に よ る 職 員 の 給 料 月 額 の 改 定 は 、 給 料 月 額 の 減 額

改 定 に 該 当 し な い も の と す る 。

19　 当 分 の 間 、 第 五 条 第 一 項 第 四 号 か ら 第 六 号 ま で に 掲 げ る 者 に 対 す る 第 五 条 の 三 及 び 第 六 条 の 三 の

規 定 の 適 用 に つ い て は 、 第 五 条 の 三 本 文 中 「 仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 第 二 条 に 規 定 す る 定

年 退 職 日 」 と あ る の は 「 定 年 （ 附 則 第 十 七 項 各 号 に 掲 げ る 職 員 以 外 の 者 に あ っ て は 六 十 歳 と し 、 同
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項 第 一 号 に 掲 げ る 職 員 に あ っ て は 六 十 五 歳 と し 、 同 項 第 二 号 に 掲 げ る 職 員 に あ っ て は 任 命 権 者 が 定

め る 年 齢 と す る 。 ） に 達 す る 日 」 と 、 「 同 項 」 と あ る の は 「 第 五 条 第 一 項 」 と 、 第 五 条 の 三 の 表 第 五

条 第 一 項 の 項 、 第 五 条 の 二 第 一 項 第 一 号 の 項 及 び 第 五 条 の 二 第 一 項 第 二 号 の 項 並 び に 第 六 条 の 三 の

表 第 六 条 の 項 、 第 六 条 の 二 第 一 号 の 項 及 び 第 六 条 の 二 第 二 号 の 項 中 「 定 年 」 と あ る の は 「 定 年 （ 附

則 第 十 七 項 各 号 に 掲 げ る 職 員 以 外 の 者 に あ っ て は 六 十 歳 と し 、 同 項 第 一 号 に 掲 げ る 職 員 に あ っ て は

六 十 五 歳 と し 、 同 項 第 二 号 に 掲 げ る 職 員 に あ っ て は 任 命 権 者 が 定 め る 年 齢 と す る 。 ） 」 と 、 第 六 条 の

三 の 表 第 六 条 の 二 第 二 号 の 項 中 「 同 号 ロ 」 と あ る の は 「 第 五 条 の 二 第 一 項 第 二 号 ロ 」 と す る 。

20　 当 分 の 間 、 第 五 条 第 一 項 第 四 号 か ら 第 六 号 ま で に 掲 げ る 者 （ 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 者 で あ っ て 、

退 職 の 日 に お い て 定 め ら れ て い る そ の 者 に 係 る 定 年 が そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 年 齢 を 超 え る 者

に 限 る 。 ） （ 任 命 権 者 が 定 め る 者 を 除 く 。 ） に 対 す る 第 五 条 の 三 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 本 文

中 「 六 月 」 と あ る の は 、 「 零 月 」 と す る 。

附 則 第 十 七 項 各 号 に 掲 げ る 職 員 以 外 の 者 六 十 歳

附 則 第 十 七 項 第 一 号 に 掲 げ る 職 員 六 十 五 歳

附 則 第 十 七 項 第 二 号 に 掲 げ る 職 員 任 命 権 者 が 定 め る 年 齢

21　 当 分 の 間 、 第 五 条 第 一 項 第 二 号 か ら 第 六 号 ま で に 掲 げ る 者 に 対 す る 第 五 条 の 三 の 規 定 の 適 用 に つ

い て は 、 同 条 本 文 中 「 十 五 年 を 」 と あ る の は 「 十 年 を 」 と す る ほ か 、 前 項 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 者 の

区 分 に 応 じ 、 同 条 本 文 中 「 退 職 の 日 に お い て 定 め ら れ て い る そ の 者 に 係 る 定 年 」 と あ る の は そ れ ぞ

れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 と す る 。

22　 当 分 の 間 、 第 五 条 第 一 項 第 二 号 及 び 第 三 号 に 掲 げ る 者 で あ っ て 附 則 第 二 十 項 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る

者 が 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 年 齢 に 達 す る 日 前 に 退 職 し た と き に お け る 第 五 条 の 三 及 び 第 六 条 の 三 の 規

定 の 適 用 に つ い て は 、 第 五 条 の 三 の 表 第 五 条 第 一 項 の 項 、 第 五 条 の 二 第 一 項 第 一 号 の 項 及 び 第 五 条

の 二 第 一 項 第 二 号 の 項 並 び に 第 六 条 の 三 の 表 第 六 条 の 項 、 第 六 条 の 二 第 一 号 の 項 及 び 第 六 条 の 二 第

二 号 の 項 中 「 百 分 の 二 」 と あ る の は 、 「 附 則 第 二 十 項 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 者 の 区 分 ご と に 同 表 の 下

欄 に 掲 げ る 年 齢 と 退 職 の 日 に お け る そ の 者 の 年 齢 と の 差 に 相 当 す る 年 数 に 百 分 の 二 を 乗 じ て 得 た 割

合 を 退 職 の 日 に お い て 定 め ら れ て い る そ の 者 に 係 る 定 年 と 退 職 の 日 に お け る そ の 者 の 年 齢 と の 差 に

相 当 す る 年 数 で 除 し て 得 た 割 合 」 と す る 。

23　 当 分 の 間 、 第 五 条 第 一 項 第 二 号 及 び 第 三 号 に 掲 げ る 者 で あ っ て 附 則 第 二 十 項 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る

者 が 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 年 齢 に 達 し た 日 以 後 に 退 職 し た と き に お け る 第 五 条 の 三 及 び 第 六 条 の 三 の

規 定 の 適 用 に つ い て は 、 第 五 条 の 三 の 表 第 五 条 第 一 項 の 項 、 第 五 条 の 二 第 一 項 第 一 号 の 項 及 び 第 五

条 の 二 第 一 項 第 二 号 の 項 並 び に 第 六 条 の 三 の 表 第 六 条 の 項 、 第 六 条 の 二 第 一 号 の 項 及 び 第 六 条 の 二

第 二 号 の 項 中 「 百 分 の 二 」 と あ る の は 、 「 百 分 の 二 を 退 職 の 日 に お い て 定 め ら れ て い る そ の 者 に 係

る 定 年 と 退 職 の 日 に お け る そ の 者 の 年 齢 と の 差 に 相 当 す る 年 数 で 除 し て 得 た 割 合 」 と す る 。

（ 仙 台 市 立 学 校 職 員 退 職 手 当 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条　 仙 台 市 立 学 校 職 員 退 職 手 当 条 例 （ 昭 和 二 十 八 年 仙 台 市 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。
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第 二 条 中 「 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 八 条 の

四 第 一 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 者 を 除 く 。 」 を 削 る 。

第 二 条 の 三 中 「 第 五 条 の 二 」 を 「 第 五 条 の 三 」 に 、 「 並 び に 」 を 「 及 び 」 に 、 「 及 び 第 六 条 の 二 」 を

「 か ら 第 六 条 の 三 ま で 」 に 、 「 第 六 条 の 三 」 を 「 第 六 条 の 四 」 に 改 め る 。

第 四 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

（ 十 一 年 以 上 二 十 五 年 未 満 勤 続 後 の 定 年 退 職 等 の 場 合 の 退 職 手 当 の 基 本 額 ）

第 四 条　 十 一 年 以 上 二 十 五 年 未 満 （ 第 二 号 に あ っ て は 、 二 十 五 年 未 満 ） の 期 間 勤 続 し た 者 で あ っ て 、

次 に 掲 げ る も の に 対 す る 退 職 手 当 の 基 本 額 に つ い て は 、 市 職 員 の 例 に よ る 。

一　 仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 八 年 仙 台 市 条 例 第 二 十 四 号 ） 第 二 条 の 規 定 に よ り

退 職 し た 者 （ 同 条 例 第 四 条 第 一 項 の 期 限 又 は 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 延 長 さ れ た 期 限 の 到 来 に よ

り 退 職 し た 者 を 含 む 。 ）

二　 そ の 者 の 事 情 に よ ら な い で 引 き 続 い て 勤 務 す る こ と を 困 難 と す る 理 由 に よ り 退 職 し た 者 で 仙 台

市 教 育 委 員 会 （ 以 下 「 教 育 委 員 会 」 と い う 。 ） が 別 に 定 め る も の

三　 組 織 及 び 業 務 の 効 率 的 運 営 を 確 保 す る た め の 退 職 の 募 集 に 応 じ て 退 職 し た 者

四　 人 事 の 刷 新 を 図 る た め の 勧 奨 を 受 け て 退 職 し た 者

２　 十 一 年 以 上 二 十 五 年 未 満 の 期 間 勤 続 し た 者 で 、 通 勤 （ 地 方 公 務 員 災 害 補 償 法 （ 昭 和 四 十 二 年 法 律

第 百 二 十 一 号 ） 第 二 条 第 二 項 及 び 第 三 項 に 規 定 す る 通 勤 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に よ る 傷 病 （ 厚 生 年

金 保 険 法 （ 昭 和 二 十 九 年 法 律 第 百 十 五 号 ） 第 四 十 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 障 害 等 級 に 該 当 す る 程 度 の

障 害 の 状 態 に あ る 傷 病 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に よ り 退 職 し 、 又 は 死 亡 （ 公 務 上 の 死 亡 を 除 く 。 ） に よ

り 退 職 し た も の （ 前 項 の 規 定 に 該 当 す る 者 を 除 く 。 ）� に 対 す る 退 職 手 当 の 基 本 額 に つ い て は 、 同 項

の 規 定 に 該 当 す る 者 の 例 に よ る 。

第 五 条 の 見 出 し 中 「 整 理 退 職 等 」 を 「 二 十 五 年 以 上 勤 続 後 の 定 年 退 職 等 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項 を 次

の よ う に 改 め る 。

次 に 掲 げ る 者 に 対 す る 退 職 手 当 の 基 本 額 に つ い て は 、 市 職 員 の 例 に よ る 。

一　 二 十 五 年 以 上 勤 続 し 、 仙 台 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ り 退 職 し た 者 （ 同 条

例 第 四 条 第 一 項 の 期 限 又 は 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 延 長 さ れ た 期 限 の 到 来 に よ り 退 職 し た 者 を 含

む 。 ）

二　 職 制 若 し く は 定 数 の 改 廃 又 は 予 算 の 減 少 に よ り 廃 職 若 し く は 過 員 を 生 ず る こ と に よ り 退 職 し た

者
三　 公 務 上 の 傷 病 又 は 死 亡 に よ り 退 職 し た 者

四　 二 十 五 年 以 上 勤 続 し 、 そ の 者 の 事 情 に よ ら な い で 引 き 続 い て 勤 務 す る こ と を 困 難 と す る 理 由 に

よ り 退 職 し た 者 で 教 育 委 員 会 が 別 に 定 め る も の

五　 二 十 五 年 以 上 勤 続 し 、 組 織 及 び 業 務 の 効 率 的 運 営 を 確 保 す る た め の 退 職 の 募 集 に 応 じ て 退 職 し

た 者

六　 二 十 五 年 以 上 勤 続 し 、 人 事 の 刷 新 を 図 る た め の 勧 奨 を 受 け て 退 職 し た 者

第 五 条 の 三 を 第 五 条 の 四 と す る 。
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第 五 条 の 二 中 「 前 条 第 一 項 の 規 定 に 該 当 す る 」 を 「 第 五 条 第 一 項 第 二 号 か ら 第 六 号 ま で に 掲 げ る 」 に 、

「 十 年 」 を 「 十 五 年 」 に 改 め 、 同 条 を 第 五 条 の 三 と し 、 第 五 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 給 料 月 額 の 減 額 改 定 以 外 の 理 由 に よ り 給 料 月 額 が 減 額 さ れ た こ と が あ る 場 合 の 退 職 手 当 の 基 本 額

に 係 る 特 例 ）

第 五 条 の 二　 退 職 し た 者 の 基 礎 在 職 期 間 （ こ の 条 例 の 規 定 に よ り そ の 例 に よ る こ と と さ れ る 市 職 員 条

例 第 五 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 基 礎 在 職 期 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 中 に 、 給 料 月 額 の 減 額 改 定 （ 給

料 月 額 の 改 定 を す る 条 例 が 制 定 さ れ た 場 合 に お い て 、 当 該 条 例 に よ る 改 定 に よ り 当 該 改 定 前 に 受 け

て い た 給 料 月 額 が 減 額 さ れ る こ と を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 以 外 の 理 由 に よ り そ の 者 の 給 料 月 額 が 減 額

さ れ た こ と が あ る 場 合 に お い て 、 当 該 理 由 が 生 じ た 日 に お け る 当 該 理 由 に よ り 減 額 さ れ な か っ た も

の と し た 場 合 の そ の 者 の 給 料 月 額 の う ち 最 も 多 い も の が 、 退 職 の 日 に お け る そ の 者 の 給 料 月 額 （ 以

下 「 退 職 日 給 料 月 額 」 と い う 。 ） よ り も 多 い と き は 、 そ の 者 に 対 す る 退 職 手 当 の 基 本 額 に つ い て は 、

市 職 員 の 例 に よ る 。

第 六 条 中 「 学 校 職 員 の 退 職 の 日 に お け る 給 料 月 額 」 を 「 退 職 日 給 料 月 額 」 に 改 め る 。

第 六 条 の 四 中 「 、 第 五 条 」 の 下 に 「 、 第 五 条 の 二 」 を 加 え 、 同 条 を 第 六 条 の 五 と し 、 第 六 条 の 三 を

第 六 条 の 四 と す る 。

第 六 条 の 二 中 「 第 五 条 の 二 」 を 「 第 五 条 の 三 」 に 、 「 前 条 」 を 「 前 二 条 」 に 改 め 、 同 条 を 第 六 条 の 三 と し 、

第 六 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

第 六 条 の 二　 第 五 条 の 二 の 規 定 に よ り 計 算 し た 退 職 手 当 の 基 本 額 の 最 高 限 度 額 に つ い て は 、 市 職 員 の

例 に よ る 。

第 九 条 中 「 第 六 条 の 四 」 を 「 第 六 条 の 五 」 に 改 め る 。

第 十 条 第 一 項 第 一 号 中 「 法 」 を 「 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 。 以 下 「 法 」 と

い う 。 ） 」 に 改 め る 。

第 十 一 条 第 一 項 第 一 号 中 「 禁 錮
こ

」 を 「 禁 錮 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 （ こ の 条 例 の 規 定 に よ り そ の

例 に よ る こ と と さ れ る 市 職 員 条 例 第 六 条 の 三 第 二 項 に 規 定 す る 基 礎 在 職 期 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を

削 る 。
第 十 二 条 の 見 出 し 及 び 同 条 第 一 項 第 一 号 中 「 禁 錮

こ

」 を 「 禁 錮 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 及 び 第 三 号 中 「 再

任 用 職 員 に 対 す る 免 職 処 分 」 を 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 に 対 す る 免 職 処 分 」 に 改 め る 。

第 十 三 条 第 一 項 第 一 号 中 「 禁 錮
こ

」 を 「 禁 錮 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 及 び 第 三 号 中 「 再 任 用 職 員 に 対 す

る 免 職 処 分 」 を 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 に 対 す る 免 職 処 分 」 に 改 め る 。

第 十 五 条 第 一 項 中 「 。 以 下 こ の 条 」 を 「 。 以 下 こ の 項 か ら 第 五 項 ま で 」 に 、 「 に あ っ て は 」 を 「 に は 」

に 改 め 、 同 条 第 二 項 及 び 第 三 項 中 「 に あ っ て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 「 禁 錮
こ

」 を 「 禁 錮 」 に 、 「 に

あ っ て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 五 項 中 「 再 任 用 職 員 に 対 す る 免 職 処 分 」 を 「 定 年 前 再 任 用 短 時

間 勤 務 職 員 に 対 す る 免 職 処 分 」 に 、 「 に あ っ て は 」 を 「 に は 」 に 改 め る 。

第 十 七 条 第 二 項 中 「 、 非 常 勤 の 職 員 又 は 法 第 二 十 八 条 の 四 第 一 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 者 」 を 「 又

は 非 常 勤 の 職 員 」 に 改 め る 。

附 則 第 一 項 中 「 因 る 」 を 「 よ る 」 に 改 め る 。
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附 則 第 二 項 か ら 第 十 一 項 ま で を 削 る 。

附 則 第 十 二 項 中 「 （ 附 則 第 九 項 の 規 定 に 該 当 す る 者 を 除 く 。 ） 」 を 削 り 、 「 第 五 条 の 二 」 を 「 第 五 条 の

三 ま で 及 び 附 則 第 八 項 か ら 第 十 一 項 」 に 、 「 第 六 条 の 四 」 を 「 第 六 条 の 五 」 に 、 「 附 則 第 十 二 項 」 を 「 附

則 第 二 項 」 に 改 め 、 同 項 を 附 則 第 二 項 と す る 。

附 則 第 十 三 項 中 「 （ 附 則 第 十 項 の 規 定 に 該 当 す る 者 を 除 く 。 ） 」 を 削 り 、 「 同 条 」 の 下 に 「 又 は 第 五 条

の 二 及 び 附 則 第 十 項 」 を 加 え 、 同 項 を 附 則 第 三 項 と す る 。

附 則 第 十 四 項 中 「 （ 附 則 第 十 一 項 の 規 定 に 該 当 す る 者 を 除 く 。 ） 」 を 削 り 、 「 第 五 条 」 の 下 に 「 又 は 附

則 第 九 項 」 を 加 え 、 「 附 則 第 十 二 項 」 を 「 附 則 第 二 項 」 に 改 め 、 同 項 を 附 則 第 四 項 と す る 。

附 則 第 十 五 項 を 削 り 、 附 則 第 十 六 項 を 附 則 第 五 項 と す る 。

附 則 第 十 七 項 中 「 第 六 条 の 四 」 を 「 第 六 条 の 五 」 に 改 め 、 同 項 を 附 則 第 六 項 と す る 。

附 則 第 十 八 項 を 附 則 第 七 項 と し 、 附 則 に 次 の 四 項 を 加 え る 。

８　 当 分 の 間 、 十 一 年 以 上 二 十 五 年 未 満 の 期 間 勤 続 し た 者 で あ っ て 、 六 十 歳 に 達 し た 日 以 後 そ の 者 の

非 違 に よ る こ と な く 退 職 し た 者 （ 定 年 の 定 め の な い 職 を 退 職 し た 者 及 び 第 四 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の

規 定 に 該 当 す る 者 を 除 く 。 ） に 対 す る 退 職 手 当 の 基 本 額 に つ い て は 、 市 職 員 の 例 に よ る 。

９　 当 分 の 間 、 二 十 五 年 以 上 の 期 間 勤 続 し た 者 で あ っ て 、 六 十 歳 に 達 し た 日 以 後 そ の 者 の 非 違 に よ る

こ と な く 退 職 し た 者 （ 定 年 の 定 め の な い 職 を 退 職 し た 者 及 び 第 五 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に 該 当

す る 者 を 除 く 。 ） に 対 す る 退 職 手 当 の 基 本 額 に つ い て は 、 市 職 員 の 例 に よ る 。

10　 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 附 則 第 四 十 六 項 の 規 定 に よ る 職 員 の 給 料 月 額 の 改 定 は 、 給 料 月 額 の 減 額

改 定 に 該 当 し な い も の と す る 。

11　 当 分 の 間 、 第 五 条 第 一 項 第 二 号 か ら 第 六 号 ま で に 掲 げ る 者 に 対 す る 第 五 条 の 三 及 び 第 六 条 の 三 の

規 定 の 適 用 に つ い て は 、 市 職 員 の 例 に よ る 。

附　 則

（ 施 行 期 日 ）

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 一 条 中 仙 台 市 職 員 退 職 手 当 条 例 第 二 条 第

四 号 及 び 第 十 条 の 二 第 二 項 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 四 項 の 規 定 は 、 同 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 仙 台 市 職 員 退 職 手 当 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

２　 地 方 公 務 員 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第 六 十 三 号 ） 附 則 第 九 条 第 二 項 に 規 定 す る 暫 定

再 任 用 職 員 （ 附 則 第 五 項 に お い て 「 暫 定 再 任 用 職 員 」 と い う 。 ） に 対 す る 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後

の 仙 台 市 職 員 退 職 手 当 条 例 （ 次 項 及 び 附 則 第 四 項 に お い て 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 条 の 規 定 の 適 用

に つ い て は 、 同 条 中 「 第 一 号 」 と あ る の は 、 「 地 方 公 務 員 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第

六 十 三 号 ） 附 則 第 九 条 第 二 項 に 規 定 す る 暫 定 再 任 用 職 員 及 び 第 一 号 」 と す る 。

３　 新 条 例 第 五 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 基 礎 在 職 期 間 の 初 日 が こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 附 則 第 六 項 に お い

て 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 で あ る 者 に 対 す る 同 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第 一 項 中 「 基 礎 在 職 期 間 」

と あ る の は 、 「 基 礎 在 職 期 間 （ 仙 台 市 職 員 退 職 手 当 条 例 及 び 仙 台 市 立 学 校 職 員 退 職 手 当 条 例 の 一 部 を

改 正 す る 条 例 （ 令 和 四 年 仙 台 市 条 例 第　　 号 ） の 施 行 の 日 以 後 の 期 間 に 限 る 。 ） 」 と す る 。

４　 新 条 例 第 二 条 第 四 号 及 び 第 十 条 の 二 第 二 項 の 規 定 は 、 附 則 第 一 項 た だ し 書 に 規 定 す る 規 定 の 施 行 の
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日 以 後 の 期 間 に お け る 退 職 手 当 の 支 給 の 基 礎 と な る 勤 続 期 間 の 計 算 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 の 当 該 期

間 の 計 算 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 仙 台 市 立 学 校 職 員 退 職 手 当 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

５　 暫 定 再 任 用 職 員 に 対 す る 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 仙 台 市 立 学 校 職 員 退 職 手 当 条 例 （ 次 項 に お い

て 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 中 「 以 下 」 と あ る の は 、 「 地 方 公 務 員 法

の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第 六 十 三 号 ） 附 則 第 九 条 第 二 項 に 規 定 す る 暫 定 再 任 用 職 員 を 除

く 。 以 下 」 と す る 。

６　 新 条 例 第 五 条 の 二 に 規 定 す る 基 礎 在 職 期 間 の 初 日 が 施 行 日 前 で あ る 者 に 対 す る 同 条 の 規 定 の 適 用 に

つ い て は 、 同 条 中 「 基 礎 在 職 期 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」 と あ る の は 、 「 基 礎 在 職 期 間 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） （ 仙 台 市 職 員 退 職 手 当 条 例 及 び 仙 台 市 立 学 校 職 員 退 職 手 当 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 四 年

仙 台 市 条 例 第　　 号 ） の 施 行 の 日 以 後 の 期 間 に 限 る 。 ） 」 と す る 。

（ 委 任 ）

７　 附 則 第 二 項 か ら 前 項 ま で に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 経 過 措 置 は 、 任 命 権 者

が 定 め る 。

（ 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 ）

８　 次 に 掲 げ る 条 例 の 規 定 中 「 第 六 条 の 三 第 一 項 」 を 「 第 六 条 の 四 第 一 項 」 に 改 め る 。

一　 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 三 年 仙 台 市 条 例

第 八 十 八 号 ） 第 六 条 第 二 項 及 び 附 則 第 四 項

二　 仙 台 市 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 仙 台 市 条 例 第 五 十 六 号 ） 第 七 条

第 一 項 及 び 第 二 項 並 び に 第 十 七 条

三　 仙 台 市 職 員 の 自 己 啓 発 等 休 業 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 三 年 仙 台 市 条 例 第 一 号 ） 第 十 一 条 第 一 項

四　 仙 台 市 職 員 の 配 偶 者 同 行 休 業 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 仙 台 市 条 例 第 八 号 ） 第 十 条 第 一 項

五　 仙 台 市 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 仙 台 市 条 例 第 三 号 ） 第 七 条 第 一 項 及 び 第 十 五 条

第 一 項
理　 由

給 料 月 額 が 減 額 さ れ た こ と が あ る 場 合 の 退 職 手 当 の 基 本 額 に 係 る 特 例 を 定 め る と と も に 地 方 公 務 員 法

の 改 正 を 考 慮 し 年 齢 六 十 年 を 超 え る 職 員 に 係 る 退 職 手 当 に 関 す る 特 例 を 定 め る 等 の た め 、 現 行 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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第 百 十 号 議 案

仙 台 市 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 仙 台 市 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 三 号 中 「 次 の い ず れ か に 該 当 す る 非 常 勤 職 員 」 を 「 非 常 勤 職 員 で あ っ て 、 次 の い ず れ か に 該

当 す る も の 」 に 改 め 、 同 号 イ ⑴ 中 「 い う 。 ） （ 」 の 下 に 「 当 該 子 の 出 生 の 日 か ら 第 三 条 の 二 に 規 定 す る 期

間 内 に 育 児 休 業 を し よ う と す る 場 合 に あ っ て は 当 該 期 間 の 末 日 か ら 六 月 を 経 過 す る 日 、 」 を 加 え 、 「 、 二

歳 」 を 「 当 該 子 が 二 歳 」 に 改 め 、 同 号 ロ を 次 の よ う に 改 め る 。

ロ　 次 の い ず れ か に 該 当 す る 非 常 勤 職 員

⑴　 そ の 養 育 す る 子 が 一 歳 に 達 す る 日 （ 以 下 「 一 歳 到 達 日 」 と い う 。 ） （ 当 該 子 に つ い て 当 該 非 常

勤 職 員 が 第 二 条 の 三 第 二 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し て す る 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 が 当

該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 。 以 下 ⑴ に お い て 同 じ 。 ） に

お い て 育 児 休 業 を し て い る 非 常 勤 職 員 で あ っ て 、 同 条 第 三 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し て 当 該 子 の

一 歳 到 達 日 の 翌 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と す る 育 児 休 業 を し よ う と す る も の

⑵　 そ の 任 期 の 末 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と す る 育 児 休 業 を し て い る 場 合 で あ っ て 、 当 該 任 期

を 更 新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期 の 満 了 後 引 き 続 い て 特 定 職 に 採 用 さ れ る こ と に 伴 い 、 当 該 育 児 休 業

に 係 る 子 に つ い て 、 当 該 更 新 前 の 任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は 当 該 採 用 の 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日

と す る 育 児 休 業 を し よ う と す る も の

第 二 条 第 三 号 ハ を 削 る 。

第 二 条 の 三 第 三 号 イ 及 び ロ 以 外 の 部 分 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 一 歳 か ら 一 歳 六 か 月 に 達 す る ま で の 子 を 養 育 す る 非 常 勤 職 員 が 、 次 に 掲 げ る 場 合 の い ず れ に も 該

当 す る 場 合 （ 当 該 子 に つ い て こ の 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し て 育 児 休 業 を し て い る 場 合 で あ っ て 第 三

条 第 七 号 に 掲 げ る 事 情 に 該 当 す る と き は ロ 及 び ハ に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る 場 合 、 同 条 第 一 号 か ら 第

四 号 ま で に 掲 げ る 事 情 に 該 当 す る と き は ハ に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る 場 合 ）　 当 該 子 の 一 歳 六 か 月 到

達 日

第 二 条 の 三 第 三 号 ロ を 同 号 ハ と し 、 同 号 イ 中 「 す る 育 児 休 業 」 を 「 前 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し て す る

育 児 休 業 」 に 、 「 配 偶 者 が す る 」 を 「 配 偶 者 が 同 号 に 掲 げ る 場 合 又 は こ れ に 相 当 す る 場 合 に 該 当 し て す る 」

に 改 め 、 同 号 イ を 同 号 ロ と し 、 同 号 に イ と し て 次 の よ う に 加 え る 。

イ　 当 該 非 常 勤 職 員 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 （ 当 該 非 常 勤 職 員 が 前 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し て す る 育

児 休 業 又 は 当 該 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者 が 同 号 に 掲 げ る 場 合 若 し く は こ れ に 相 当 す る 場 合 に 該 当 し て

す る 地 方 等 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 当

該 末 日 と さ れ た 日 （ 当 該 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 と 当 該 地 方 等 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と

さ れ た 日 が 異 な る と き は 、 そ の い ず れ か の 日 ） ） の 翌 日 （ 当 該 配 偶 者 が こ の 号 に 掲 げ る 場 合 又 は

こ れ に 相 当 す る 場 合 に 該 当 し て 地 方 等 育 児 休 業 を す る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 地 方 等 育 児 休 業 の 期
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間 の 末 日 と さ れ た 日 の 翌 日 以 前 の 日 ） を 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と す る 育 児 休 業 を し よ う と す る 場

合

第 二 条 の 三 第 三 号 に 次 の よ う に 加 え る 。

ニ　 当 該 子 に つ い て 、 当 該 非 常 勤 職 員 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 （ 当 該 非 常 勤 職 員 が 前 号 に 掲 げ る 場 合

に 該 当 し て す る 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 が 当 該 子 の 一 歳 到 達 日 後 で あ る 場 合 に あ っ て

は 、 当 該 末 日 と さ れ た 日 ） 後 の 期 間 に お い て こ の 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 し て 育 児 休 業 を し た こ と

が な い 場 合

第 二 条 の 四 各 号 列 記 以 外 の 部 分 を 次 の よ う に 改 め る 。

育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る 場 合 は 、 一 歳 六 か 月 か ら 二 歳 に 達 す る ま で の 子 を 養 育 す る

非 常 勤 職 員 が 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の い ず れ に も 該 当 す る 場 合 （ 当 該 子 に つ い て こ の 条 の 規 定 に 該

当 し て 育 児 休 業 を し て い る 場 合 で あ っ て 次 条 第 七 号 に 掲 げ る 事 情 に 該 当 す る と き は 第 二 号 及 び 第 三 号

に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る 場 合 、 同 条 第 一 号 か ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 事 情 に 該 当 す る と き は 第 三 号 に 掲

げ る 場 合 に 該 当 す る 場 合 ） と す る 。

第 二 条 の 四 中 第 二 号 を 第 三 号 と し 、 第 一 号 を 第 二 号 と し 、 同 条 に 第 一 号 と し て 次 の 一 号 を 加 え る 。

一　 当 該 非 常 勤 職 員 が 当 該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 の 翌 日 （ 当 該 非 常 勤 職 員 の 配 偶 者 が こ の 条 の 規 定 に

該 当 し 、 又 は こ れ に 相 当 す る 場 合 に 該 当 し て 地 方 等 育 児 休 業 を す る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 地 方 等 育

児 休 業 の 期 間 の 末 日 と さ れ た 日 の 翌 日 以 前 の 日 ） を 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 と す る 育 児 休 業 を し よ う

と す る 場 合

第 二 条 の 四 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

四　 当 該 子 に つ い て 、 当 該 非 常 勤 職 員 が 当 該 子 の 一 歳 六 か 月 到 達 日 後 の 期 間 に お い て こ の 条 の 規 定 に

該 当 し て 育 児 休 業 を し た こ と が な い 場 合

第 二 条 の 五 を 削 る 。

第 三 条 の 見 出 し 中 「 再 度 の 育 児 休 業 を す る こ と が で き る 」 を 「 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 た だ し 書 の 条

例 で 定 め る 」 に 改 め 、 同 条 第 五 号 を 削 り 、 同 条 第 六 号 中 「 別 居 し た こ と 」 の 下 に 「 、 育 児 休 業 に 係 る 子

に つ い て 児 童 福 祉 法 第 三 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 保 育 所 、 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合

的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 七 十 七 号 ） 第 二 条 第 六 項 に 規 定 す る 認 定 こ ど も 園 又 は

児 童 福 祉 法 第 二 十 四 条 第 二 項 に 規 定 す る 家 庭 的 保 育 事 業 等 （ 以 下 「 保 育 所 等 」 と い う 。 ） に お け る 保 育

の 利 用 を 希 望 し 、 申 込 み を 行 っ て い る が 、 当 面 そ の 実 施 が 行 わ れ な い こ と 」 を 加 え 、 「 再 度 の 」 を 削 り 、

同 号 を 同 条 第 五 号 と し 、 同 条 第 七 号 を 同 条 第 六 号 と し 、 同 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

七　 任 期 を 定 め て 採 用 さ れ た 職 員 で あ っ て 、 当 該 任 期 の 末 日 を 育 児 休 業 の 期 間 の 末 日 と す る 育 児 休 業

を し て い る も の が 、 当 該 任 期 を 更 新 さ れ 、 又 は 当 該 任 期 の 満 了 後 引 き 続 い て 特 定 職 に 採 用 さ れ る こ

と に 伴 い 、 当 該 育 児 休 業 に 係 る 子 に つ い て 、 当 該 更 新 前 の 任 期 の 末 日 の 翌 日 又 は 当 該 採 用 の 日 を 育

児 休 業 の 期 間 の 初 日 と す る 育 児 休 業 を し よ う と す る こ と

第 三 条 第 八 号 を 削 り 、 同 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 第 一 号 の 条 例 で 定 め る 期 間 ）

第 三 条 の 二　 育 児 休 業 法 第 二 条 第 一 項 第 一 号 の 人 事 院 規 則 で 定 め る 期 間 を 基 準 と し て 条 例 で 定 め る 期 間
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は 、 五 十 七 日 間 と す る 。

第 四 条 第 一 号 中 「 別 居 し た こ と 」 の 下 に 「 、 育 児 休 業 に 係 る 子 に つ い て 保 育 所 等 に お け る 保 育 の 利 用

を 希 望 し 、 申 込 み を 行 っ て い る が 、 当 面 そ の 実 施 が 行 わ れ な い こ と 」 を 加 え る 。

第 九 条 第 七 号 中 「 別 居 し た こ と 」 の 下 に 「 、 育 児 短 時 間 勤 務 に 係 る 子 に つ い て 保 育 所 等 に お け る 保 育

の 利 用 を 希 望 し 、 申 込 み を 行 っ て い る が 、 当 面 そ の 実 施 が 行 わ れ な い こ と 」 を 加 え る 。

附　 則

（ 施 行 期 日 等 ）

１　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 改 正 後 の 仙 台 市 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 規 定 は 、 令 和

四 年 十 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２　 こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に 改 正 前 の 第 三 条 第 五 号 の 規 定 に よ り 育 児 休 業 の 承 認 の 請 求 の 際 育 児 休 業 に

よ り 当 該 子 を 養 育 す る た め の 計 画 に つ い て 任 命 権 者 に 申 し 出 た 職 員 に 対 す る 同 条 （ 同 号 に 係 る 部 分 に

限 る 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 委 任 ）

３　 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 市 長 が 定 め る 。

理　 由

非 常 勤 職 員 が 出 生 の 日 か ら 五 十 七 日 の 期 間 内 の 子 に つ い て す る 育 児 休 業 の 取 得 要 件 を 緩 和 す る と と も

に 、 非 常 勤 職 員 が 一 歳 か ら 二 歳 に 達 す る ま で の 子 に つ い て す る 育 児 休 業 の 期 間 の 初 日 の 要 件 を 改 め る 等

の た め 、 現 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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第 百 十 一 号 議 案

仙 台 市 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 市 税 条 例 （ 昭 和 四 十 年 仙 台 市 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 四 条 第 六 項 中 「 四 分 の 三 」 を 「 五 分 の 四 」 に 改 め 、 同 条 第 七 項 中 「 附 則 第 十 五 条 第 十 六 項 本 文 」

を 「 附 則 第 十 五 条 第 十 五 項 本 文 」 に 改 め 、 同 条 第 八 項 中 「 附 則 第 十 五 条 第 二 十 七 項 第 一 号 」 を 「 附 則 第

十 五 条 第 二 十 六 項 第 一 号 」 に 改 め 、 同 条 第 九 項 中 「 附 則 第 十 五 条 第 二 十 七 項 第 二 号 」 を 「 附 則 第 十 五 条

第 二 十 六 項 第 二 号 」 に 改 め 、 同 条 第 十 項 中 「 附 則 第 十 五 条 第 二 十 七 項 第 三 号 」 を 「 附 則 第 十 五 条 第 二 十

六 項 第 三 号 」 に 改 め 、 同 条 第 十 一 項 中 「 附 則 第 十 五 条 第 三 十 項 」 を 「 附 則 第 十 五 条 第 二 十 九 項 」 に 改 め 、

同 条 第 十 二 項 中 「 附 則 第 十 五 条 第 三 十 四 項 」 を 「 附 則 第 十 五 条 第 三 十 三 項 」 に 改 め 、 同 条 第 十 三 項 中 「 附

則 第 十 五 条 第 三 十 五 項 」 を 「 附 則 第 十 五 条 第 三 十 四 項 」 に 改 め る 。

附 則 第 四 十 四 項 中 「 令 和 四 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 六 年 三 月 三 十 一 日 」 に 、 「 二 年 を 」 を 「 三 年 を 」

に 改 め る 。
附　 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

理　 由

地 方 税 法 の 改 正 を 考 慮 し 公 共 の 危 害 防 止 の た め に 設 置 さ れ た 除 害 施 設 に 対 す る 固 定 資 産 税 の 課 税 標 準

の 特 例 に 係 る 割 合 を 定 め る 等 の た め 、 現 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提

出 す る 理 由 で あ る 。
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第 百 十 二 号 議 案

仙 台 市 廃 棄 物 の 減 量 及 び 適 正 処 理 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例

仙 台 市 廃 棄 物 の 減 量 及 び 適 正 処 理 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 廃 棄 物 の 減 量 及 び 適 正 処 理 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 五 年 仙 台 市 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

別 表 第 一 中

「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��　　　　　　　　　　　　　　　　　　 」

「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��　　　　　　　　　　　　　　　　　　 」

改 め る 。
プ ラ ス チ ッ ク 製

容 器 包 装

市 長 が 指 定 す る 小 袋

（ 容 量 が 一 五 リ ッ ト

ル 相 当 の も の ） 一 袋

に つ き

八 円

プ ラ ス チ ッ ク 製 容 器 包 装 と は 、 商 品

の 容 器 及 び 包 装 （ 商 品 の 容 器 及 び 包

装 自 体 が 有 償 で あ る 場 合 を 含 む 。 ）

で あ っ て 、 当 該 商 品 が 費 消 さ れ 、 又

は 当 該 商 品 と 分 離 さ れ た 場 合 に 不 要

に な る 主 と し て プ ラ ス チ ッ ク 製 の も

の （ 主 と し て ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ

レ ー ト 製 の 容 器 で あ っ て 飲 料 、 し ょ

う ゆ そ の 他 規 則 で 定 め る 商 品 を 充 て

ん す る た め の も の を 除 く 。 ） を い う 。

市 長 が 指 定 す る 中 袋

（ 容 量 が 三 〇 リ ッ ト

ル 相 当 の も の ） 一 袋

に つ き

一 六 円

市 長 が 指 定 す る 大 袋

（ 容 量 が 四 五 リ ッ ト

ル 相 当 の も の ） 一 袋

に つ き

二 五 円

プ ラ ス チ ッ ク 資

源

市 長 が 指 定 す る 小 袋

（ 容 量 が 一 五 リ ッ ト

ル 相 当 の も の ） 一 袋

に つ き

八 円

プ ラ ス チ ッ ク 資 源 と は 、 プ ラ ス チ ッ

ク に 係 る 資 源 循 環 の 促 進 等 に 関 す る

法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第 六 十 号 ） 第 二

条 第 三 項 に 規 定 す る プ ラ ス チ ッ ク 使

用 製 品 廃 棄 物 （ 容 器 包 装 に 係 る 分 別

収 集 及 び 再 商 品 化 の 促 進 等 に 関 す る

法 律 施 行 規 則 （ 平 成 七 年 大 蔵 省 、 厚

生 省 、 農 林 水 産 省 、 通 商 産 業 省 令 第

一 号 ） 別 表 第 一 の 七 の 項 で 定 め る 商

品 の 容 器 を 除 く 。 ） を い う 。

市 長 が 指 定 す る 中 袋

（ 容 量 が 三 〇 リ ッ ト

ル 相 当 の も の ） 一 袋

に つ き

一 六 円

市 長 が 指 定 す る 大 袋

（ 容 量 が 四 五 リ ッ ト

ル 相 当 の も の ） 一 袋

に つ き

二 五 円
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附　 則

（ 施 行 期 日 ）

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２　 こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に 行 っ た 改 正 前 の 別 表 第 一 の 規 定 に よ る プ ラ ス チ ッ ク 製 容 器 包 装 の 収 集 、 運

搬 及 び 処 分 に 係 る 手 数 料 の 徴 収 は 、 改 正 後 の 別 表 第 一 の 規 定 に よ る プ ラ ス チ ッ ク 資 源 の 収 集 、 運 搬 及

び 処 分 に 係 る 手 数 料 の 徴 収 と み な す 。

理　 由

プ ラ ス チ ッ ク に 係 る 資 源 循 環 の 促 進 等 に 関 す る 法 律 の 制 定 を 考 慮 し 、 プ ラ ス チ ッ ク 資 源 の 収 集 、 運 搬

及 び 処 分 に 係 る 手 数 料 を 定 め る と と も に 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 容 器 包 装 の 収 集 、 運 搬 及 び 処 分 に 係 る 手 数 料

を 廃 止 す る た め 、 現 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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第 百 十 三 号 議 案

仙 台 市 駐 車 場 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 駐 車 場 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 駐 車 場 条 例 （ 昭 和 四 十 七 年 仙 台 市 条 例 第 二 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 の 二 第 一 項 の 表 に 次 の よ う に 加 え る 。

仙 台 市 長 町 駅 東 口 駐 車 場 仙 台 市 太 白 区 あ す と 長 町 一 丁 目 六 番 二

別 表 仙 台 市 八 木 山 動 物 公 園 駅 駐 車 場 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

仙 台 市 長 町 駅

東 口 駐 車 場

駐 車 時 間 が 三 十 分 を 超 え 四 十 五

分 以 内 の 場 合

一 台　 二 百 円

駐 車 時 間 が 四 十 五 分 を 超 え る 場

合

一 台　 駐 車 時 間 の う ち 四 十 五 分 を 超 え た 部 分 に

つ い て 十 五 分 ま で ご と に 百 円 と し て 計 算 し た 金

額 に 二 百 円 を 加 算 し た 金 額

附　 則

こ の 条 例 は 、 市 長 が 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

理　 由

長 町 駅 東 口 駐 車 場 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る た め 、 現 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、

こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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第 百 十 四 号 議 案

仙 台 市 地 区 計 画 の 区 域 内 に お け る 建 築 物 の 制 限 に 関 す る 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 地 区 計 画 の 区 域 内 に お け る 建 築 物 の 制 限 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 地 区 計 画 の 区 域 内 に お け る 建 築 物 の 制 限 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 三 年 仙 台 市 条 例 第 五 十 二 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 五 宮 城 野 通 地 区 整 備 計 画 区 域 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

宮城野通地区整

備計画区域

駅前広場Ａ地区 80メートル以下（都市再生特別措置法（平成14年法律第

22号）第36条第 1 項の規定により定められた都市再生特

別地区（以下「都市再生特別地区」という。）の区域外の

建築物（敷地面積が1,000平方メートル以上で，かつ，敷

地内に設けられる空地（空地の直上に建築物又は建築物

の部分（ひさし，屋根その他これらに類するもののみの

部分を除く。）がないものに限る。）及び建築物のピロティ

部分（当該部分の床面から天井又ははりの下端までの高

さが 5メートル以上であるものに限る。）（以下これらを

「空地等」という。）の水平投影面積の合計の敷地面積に

対する割合が100分の 5以上又は当該水平投影面積の合計

が200平方メートル以上で，かつ，緑化率が100分の15以

上であるものを除く。）に限る。）

駅前広場Ｂ地区 80メートル以下（都市再生特別地区の区域外の建築物（敷

地面積が1,000平方メートル以上で，かつ，敷地内に設け

られる空地等の水平投影面積の合計の敷地面積に対する

割合が100分の 5 以上又は当該水平投影面積の合計が200

平方メートル以上で，かつ，緑化率が100分の15以上であ

るものを除く。）に限る。）

大通りＡ地区 60メートル以下（都市計画法第 8条第 3項第 2号イの規

定により定められた建築物の容積率（以下「指定容積率」

という。）が10分の40以下の用途地域の区域内の建築物で，

かつ，都市再生特別地区の区域外のもの（敷地面積が1,000

平方メートル以上で，かつ，敷地内に設けられる空地等

の水平投影面積の合計の敷地面積に対する割合が100分の
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5 以上又は当該水平投影面積の合計が200平方メートル以

上で，かつ，緑化率が100分の15以上であるものを除く。）

に限る。）

80メートル以下（指定容積率が10分の40以下の用途地域

の区域内の建築物で，かつ，都市再生特別地区の区域外

のもの（敷地面積が1,000平方メートル以上で，かつ，敷

地内に設けられる空地等の水平投影面積の合計の敷地面

積に対する割合が100分の 5以上又は当該水平投影面積の

合計が200平方メートル以上で，かつ，緑化率が100分の

15以上であるものに限る。）及び指定容積率が10分の40以

下の用途地域の区域外の建築物で，かつ，都市再生特別

地区の区域外のもの（敷地面積が1,000平方メートル以上

で，かつ，敷地内に設けられる空地等の水平投影面積の

合計の敷地面積に対する割合が100分の 5以上又は当該水

平投影面積の合計が200平方メートル以上で，かつ，緑化

率が100分の15以上であるものを除く。）に限る。）

大通りＢ地区 60メートル以下（指定容積率が10分の40以下の用途地域

の区域内の建築物（敷地面積が1,000平方メートル以上で，

かつ，敷地内に設けられる空地等の水平投影面積の合計

の敷地面積に対する割合が100分の 5以上又は当該水平投

影面積の合計が200平方メートル以上で，かつ，緑化率が

100分の15以上であるものを除く。）に限る。）

80メートル以下（指定容積率が10分の40以下の用途地域

の区域内の建築物（敷地面積が1,000平方メートル以上で，

かつ，敷地内に設けられる空地等の水平投影面積の合計

の敷地面積に対する割合が100分の 5以上又は当該水平投

影面積の合計が200平方メートル以上で，かつ，緑化率が

100分の15以上であるものに限る。）及び指定容積率が10

分の40以下の用途地域の区域外の建築物（敷地面積が1,000

平方メートル以上で，かつ，敷地内に設けられる空地等

の水平投影面積の合計の敷地面積に対する割合が100分の

5以上又は当該水平投影面積の合計が200平方メートル以

上で，かつ，緑化率が100分の15以上であるものを除く。）

に限る。）
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別 表 第 五 定 禅 寺 通 地 区 整 備 計 画 区 域 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

定禅寺通地区整

備計画区域

Ａ地区 60メートル以下（都市再生特別地区の区域外の建築物（敷

地面積が1,000平方メートル以上で，かつ，敷地内に設け

られる空地等の水平投影面積の合計の敷地面積に対する

割合が100分の 5 以上又は当該水平投影面積の合計が200

平方メートル以上で，かつ，緑化率が100分の15以上であ

るものを除く。）に限る。）

80メートル以下（都市再生特別地区の区域外の建築物（敷

地面積が1,000平方メートル以上で，かつ，敷地内に設け

られる空地等の水平投影面積の合計の敷地面積に対する

割合が100分の 5 以上又は当該水平投影面積の合計が200

平方メートル以上で，かつ，緑化率が100分の15以上であ

るものに限る。）に限る。）

大通りＣ地区 60メートル以下（敷地面積が1,000平方メートル以上で，

かつ，敷地内に設けられる空地等の水平投影面積の合計

の敷地面積に対する割合が100分の 5以上又は当該水平投

影面積の合計が200平方メートル以上で，かつ，緑化率が

100分の15以上である建築物を除く。）

80メートル以下（敷地面積が1,000平方メートル以上で，

かつ，敷地内に設けられる空地等の水平投影面積の合計

の敷地面積に対する割合が100分の 5以上又は当該水平投

影面積の合計が200平方メートル以上で，かつ，緑化率が

100分の15以上である建築物に限る。）

大通り東地区 40メートル以下（敷地面積が1,000平方メートル以上で，

かつ，敷地内に設けられる空地等の水平投影面積の合計

の敷地面積に対する割合が100分の 5以上又は当該水平投

影面積の合計が200平方メートル以上で，かつ，緑化率が

100分の15以上である建築物を除く。）

50メートル以下（敷地面積が1,000平方メートル以上で，

かつ，敷地内に設けられる空地等の水平投影面積の合計

の敷地面積に対する割合が100分の 5以上又は当該水平投

影面積の合計が200平方メートル以上で，かつ，緑化率が

100分の15以上である建築物に限る。）
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別 表 第 五 青 葉 通 地 区 整 備 計 画 区 域 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

10メートル以上（警察官派出所，公衆便所その他これら

に類する建築物で公益上必要なもの（以下「警察官派出

所等」という。），平家建の附属建築物又は門若しくはへ

い（以下「平家建の附属建築物等」という。）及び自転車

等駐車場を除く。）

Ｂ地区 20メートル以下（都市計画道路 3・ 3・20大手町支倉町

線の中心線以西の建築物に限る。）

50メートル以下（都市計画道路 3・ 3・20大手町支倉町

線の中心線以東の建築物に限る。）

青葉通地区整備

計画区域

仙台駅西口地区 80メートル以下（都市再生特別地区の区域外の建築物（敷

地面積が1,000平方メートル以上で，かつ，敷地内に設け

られる空地等の水平投影面積の合計の敷地面積に対する

割合が100分の 5 以上又は当該水平投影面積の合計が200

平方メートル以上で，かつ，緑化率が100分の15以上であ

るものを除く。）に限る。）

一番町周辺地区 60メートル以下（市道国分町通線の中心線以西の建築物

で，かつ，都市再生特別地区の区域外のもの（敷地面積

が1,000平方メートル以上で，かつ，敷地内に設けられ

る空地等の水平投影面積の合計の敷地面積に対する割合

が100分の 5 以上又は当該水平投影面積の合計が200平方

メートル以上で，かつ，緑化率が100分の15以上であるも

のを除く。）に限る。）

80メートル以下（市道国分町通線の中心線以西の建築物

で，かつ，都市再生特別地区の区域外のもの（敷地面積

が1,000平方メートル以上で，かつ，敷地内に設けられ

る空地等の水平投影面積の合計の敷地面積に対する割合

が100分の 5 以上又は当該水平投影面積の合計が200平方

メートル以上で，かつ，緑化率が100分の15以上であるも

のに限る。）及び市道国分町通線の中心線以東の建築物で，

かつ，都市再生特別地区の区域外のもの（敷地面積が1,000

平方メートル以上で，かつ，敷地内に設けられる空地等

の水平投影面積の合計の敷地面積に対する割合が100分の
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別 表 第 九 宮 城 野 通 地 区 整 備 計 画 区 域 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

宮城野通地区整

備計画区域

駅前広場Ａ地区

大通りＡ地区

大通りＢ地区

大通りＣ地区

大通り東地区

警察官派出所等 第 7条
第10条

ア　平家建の附属建築物等
イ　自転車等駐車場

第10条

駅前広場Ｂ地区 警察官派出所等 第 7条

5以上又は当該水平投影面積の合計が200平方メートル以

上で，かつ，緑化率が100分の15以上であるものを除く。）

に限る。）

西公園周辺地区 40メートル以下（都市計画道路 3・ 3・20大手町支倉町

線の中心線以西の建築物（商業地域の区域内の建築物で，

かつ， 1階の主たる用途が展示場，集会場又は集会所の

用途であるものを除く。）に限る。）

50メートル以下（都市計画道路 3・ 3・20大手町支倉町

線の中心線以西の建築物（商業地域の区域内の建築物で，

かつ， 1階の主たる用途が展示場，集会場又は集会所の

用途であるものに限る。）及び都市計画道路 3・ 3・20大

手町支倉町線の中心線以東の建築物（市道区画街路南31

号線の中心線以西のものに限る。）に限る。）

60メートル以下（市道区画街路南31号線の中心線以東の

建築物（敷地面積が1,000平方メートル以上で，かつ，敷

地内に設けられる空地等の水平投影面積の合計の敷地面

積に対する割合が100分の 5以上又は当該水平投影面積の

合計が200平方メートル以上で，かつ，緑化率が100分の

15以上であるものを除く。）に限る。）

80メートル以下（市道区画街路南31号線の中心線以東の

建築物（敷地面積が1,000平方メートル以上で，かつ，敷

地内に設けられる空地等の水平投影面積の合計の敷地面

積に対する割合が100分の 5以上又は当該水平投影面積の

合計が200平方メートル以上で，かつ，緑化率が100分の

15以上であるものに限る。）に限る。）
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附　 則

こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 十 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

理　 由

宮 城 野 通 地 区 計 画 、 定 禅 寺 通 地 区 計 画 及 び 青 葉 通 地 区 計 画 の 区 域 内 の 建 築 物 に 関 す る 制 限 の 内 容 を 変

更 す る た め 、 現 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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第 百 十 五 号 議 案

仙 台 市 道 路 占 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 道 路 占 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 道 路 占 用 料 条 例 （ 昭 和 三 十 五 年 仙 台 市 条 例 第 二 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 中 備 考 以 外 の 部 分 を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表 （ 第 二 条 関 係 ）

占　　　　 用　　　　 物　　　　 件

占　　　　　　 用　　　　　　 料

単　 位

所　　　　 在　　　　 地

甲　　　　　 地

乙　　 地

一　 級　 地 二　 級　 地

法 第 三 十 二

条 第 一 項 第

一 号 に 掲 げ

る 工 作 物

第 一 種 電 柱

一 本 に つ

き 一 年

二 、 〇 〇 〇 三 九 〇

第 二 種 電 柱 三 、 一 〇 〇 六 〇 〇

第 三 種 電 柱 四 、 二 〇 〇 八 一 〇

第 一 種 電 話 柱 一 、 八 〇 〇 三 五 〇

第 二 種 電 話 柱 二 、 九 〇 〇 五 六 〇

第 三 種 電 話 柱 四 、 〇 〇 〇 七 七 〇

そ の 他 の 柱 類 一 八 〇 三 五

共 架 電 線 そ の 他 上 空 に 設

け る 線 類

長 さ 一

メ ー ト ル

に つ き 一

年

一 八 三

地 下 に 設 け る 電 線 そ の 他

の 線 類

一 一 二

路 上 に 設 け る 変 圧 器

一 個 に つ

き 一 年

一 、 八 〇 〇 三 四 〇

地 下 に 設 け る 変 圧 器

占 用 面 積

一 平 方

メ ー ト ル

に つ き 一

年

一 、 一 〇 〇 二 一 〇

変 圧 塔 そ の 他 こ れ に 類 す

る も の 及 び 公 衆 電 話 所 一 個 に つ

き 一 年

三 、 六 〇 〇 七 〇 〇

郵 便 差 出 箱 及 び 信 書 便 差

出 箱

一 、 五 〇 〇 二 九 〇
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広 告 塔

表 示 面 積

一 平 方

メ ー ト ル

に つ き 一

年

二 三 、 〇 〇 〇 三 、 〇 〇 〇 五 八 〇

そ の 他 の も の

占 用 面 積

一 平 方

メ ー ト ル

に つ き 一

年

三 、 六 〇 〇 七 〇 〇

法 第 三 十 二

条 第 一 項 第

二 号 に 掲 げ

る 物 件

外 径 が 〇 ・ 〇 七 メ ー ト ル

未 満 の も の

長 さ 一

メ ー ト ル

に つ き 一

年

七 七 一 五

外 径 が 〇 ・ 〇 七 メ ー ト ル

以 上 〇 ・ 一 メ ー ト ル 未 満

の も の

一 一 〇 二 一

外 径 が 〇 ・ 一 メ ー ト ル 以

上 〇 ・ 一 五 メ ー ト ル 未 満

の も の

一 六 〇 三 一

外 径 が 〇 ・ 一 五 メ ー ト ル

以 上 〇 ・ 二 メ ー ト ル 未 満

の も の

二 二 〇 四 二

外 径 が 〇 ・ 二 メ ー ト ル 以

上 〇 ・ 三 メ ー ト ル 未 満 の

も の

三 三 〇 六 三

外 径 が 〇 ・ 三 メ ー ト ル 以

上 〇 ・ 四 メ ー ト ル 未 満 の

も の

四 四 〇 八 四

外 径 が 〇 ・ 四 メ ー ト ル 以

上 〇 ・ 七 メ ー ト ル 未 満 の

も の

七 七 〇 一 五 〇

外 径 が 〇 ・ 七 メ ー ト ル 以

上 一 メ ー ト ル 未 満 の も の

一 、 一 〇 〇 二 一 〇

外 径 が 一 メ ー ト ル 以 上 の

も の

二 、 二 〇 〇 四 二 〇

法 第 三 十 二 条 第 一 項 第 三 号 及 び 第 四 号

に 掲 げ る 施 設

三 、 六 〇 〇 七 〇 〇
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法 第 三 十 二

条 第 一 項 第

五 号 に 掲 げ

る 施 設

地 下 街 及 び

地 下 室

階 数 が 一 の

も の 占 用 面 積

一 平 方

メ ー ト ル

に つ き 一

年

Ａ に 〇 ・ 〇 〇 五 を 乗 じ て 得 た 額

階 数 が 二 の

も の

Ａ に 〇 ・ 〇 〇 八 を 乗 じ て 得 た 額

階 数 が 三 以

上 の も の

Ａ に 〇 ・ 〇 一 を 乗 じ て 得 た 額

上 空 に 設 け る 通 路 一 一 、 〇 〇 〇 二 九 〇

地 下 に 設 け る 通 路 六 、 八 〇 〇 一 七 〇

そ の 他 の も の 三 、 六 〇 〇 七 〇 〇

法 第 三 十 二

条 第 一 項 第

六 号 に 掲 げ

る 施 設

祭 礼 、 縁 日 そ の 他 の 催 し

に 際 し 、 一 時 的 に 設 け る

も の

占 用 面 積

一 平 方

メ ー ト ル

に つ き 一

日

二 三 〇 三 〇 六

そ の 他 の も の

占 用 面 積

一 平 方

メ ー ト ル

に つ き 一

月

二 、 三 〇 〇 三 〇 〇 五 八

道 路 法 施 行

令 （ 昭 和 二

十 七 年 政 令

第 四 百 七 十

九 号 。 以 下

看 板 （ ア ー

チ で あ る も

の を 除 く 。 ）
一 時 的 に 設

け る も の

表 示 面 積

一 平 方

メ ー ト ル

に つ き 一

月

二 、 三 〇 〇 三 〇 〇 五 八

そ の 他 の も

の

表 示 面 積

一 平 方

メ ー ト ル

に つ き 一

年

二 三 、 〇 〇 〇 三 、 〇 〇 〇 五 八 〇

標 識

一 本 に つ

き 一 年

二 、 九 〇 〇 五 六 〇

旗 ざ お

祭 礼 、 縁 日

そ の 他 の 催

し に 際 し 、

一 時 的 に 設

け る も の

一 本 に つ

き 一 日

二 三 〇 三 〇 六
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「 令 」 と い

う 。 ） 第 七

条 第 一 号 に

掲 げ る 物 件

そ の 他 の も

の

一 本 に つ

き 一 月

二 、 三 〇 〇 三 〇 〇 五 八

幕 （ 令 第 七

条 第 四 号 に

掲 げ る 工 事

用 施 設 で あ

る も の を 除

く 。 ）

祭 礼 、 縁 日

そ の 他 の 催

し に 際 し 、

一 時 的 に 設

け る も の

そ の 面 積

一 平 方

メ ー ト ル

に つ き 一

日

二 三 〇 三 〇 六

そ の 他 の も

の

そ の 面 積

一 平 方

メ ー ト ル

に つ き 一

月

二 、 三 〇 〇 三 〇 〇 五 八

ア ー チ

車 道 を 横 断

す る も の 一 基 に つ

き 一 月

二 三 、 〇 〇 〇 三 、 〇 〇 〇 五 八 〇

そ の 他 の も

の

一 一 、 〇 〇 〇 一 、 五 〇 〇 二 九 〇

令 第 七 条 第 二 号 に 掲 げ る 工 作 物

占 用 面 積

一 平 方

メ ー ト ル

に つ き 一

年

三 、 六 〇 〇 七 〇 〇

令 第 七 条 第 三 号 に 掲 げ る 施 設 Ａ に 〇 ・ 〇 三 三 を 乗 じ て 得 た 額

令 第 七 条 第 四 号 に 掲 げ る 工 事 用 施 設 及

び 同 条 第 五 号 に 掲 げ る 工 事 用 材 料

占 用 面 積

一 平 方

メ ー ト ル

に つ き 一

月

二 、 三 〇 〇 五 八

令 第 七 条 第 六 号 に 掲 げ る 仮 設 建 築 物 及

び 同 条 第 七 号 に 掲 げ る 施 設

三 六 〇 七 〇

令 第 七 条 第

八 号 に 掲 げ

る 施 設

ト ン ネ ル の 上 又 は 高 架 の

道 路 の 路 面 下 （ 当 該 路 面

下 の 地 下 を 除 く 。 ） に 設

け る も の

Ａ に 〇 ・ 〇 一 四 を 乗 じ て 得 た 額

上 空 に 設 け る も の Ａ に 〇 ・ 〇 二 三 を 乗 じ て 得 た 額

地 下 （ ト ン

ネ ル の 上 の

地 下 を 除

く 。 ） に 設

階 数 が 一 の

も の

Ａ に 〇 ・ 〇 〇 五 を 乗 じ て 得 た 額

階 数 が 二 の

も の

Ａ に 〇 ・ 〇 〇 八 を 乗 じ て 得 た 額
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け る も の 階 数 が 三 以

上 の も の

占 用 面 積

一 平 方

メ ー ト ル

に つ き 一

年

Ａ に 〇 ・ 〇 一 を 乗 じ て 得 た 額

そ の 他 の も の Ａ に 〇 ・ 〇 三 三 を 乗 じ て 得 た 額

令 第 七 条 第

九 号 に 掲 げ

る 施 設

建 築 物 Ａ に 〇 ・ 〇 一 四 を 乗 じ て 得 た 額

そ の 他 の も の Ａ に 〇 ・ 〇 一 を 乗 じ て 得 た 額

令 第 七 条 第

十 号 に 掲 げ

る 施 設 及 び

自 動 車 駐 車

場

建 築 物 Ａ に 〇 ・ 〇 二 三 を 乗 じ て 得 た 額

そ の 他 の も の Ａ に 〇 ・ 〇 一 を 乗 じ て 得 た 額

令 第 七 条 第

十 一 号 に 掲

げ る 応 急 仮

設 建 築 物

ト ン ネ ル の 上 又 は 高 架 の

道 路 の 路 面 下 に 設 け る も

の

Ａ に 〇 ・ 〇 一 四 を 乗 じ て 得 た 額

上 空 に 設 け る も の Ａ に 〇 ・ 〇 二 三 を 乗 じ て 得 た 額

そ の 他 の も の Ａ に 〇 ・ 〇 三 三 を 乗 じ て 得 た 額

令 第 七 条 第 十 二 号 に 掲 げ る 器 具 Ａ に 〇 ・ 〇 三 三 を 乗 じ て 得 た 額

令 第 七 条 第

十 三 号 に 掲

げ る 施 設

ト ン ネ ル の 上 又 は 高 速 自

動 車 国 道 若 し く は 自 動 車

専 用 道 路 （ 高 架 の も の に

限 る 。 ） の 路 面 下 に 設 け

る も の

Ａ に 〇 ・ 〇 一 四 を 乗 じ て 得 た 額

上 空 に 設 け る も の Ａ に 〇 ・ 〇 二 三 を 乗 じ て 得 た 額

そ の 他 の も の Ａ に 〇 ・ 〇 三 三 を 乗 じ て 得 た 額

附　 則

（ 施 行 期 日 ）

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２　 改 正 後 の 別 表 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後 の 占 用 に 係 る 占 用 料

に つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 の 占 用 に 係 る 占 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

3　 改 正 後 の 別 表 の 規 定 に か か わ ら ず 、 施 行 日 前 に 開 始 し 、 施 行 日 以 後 に 終 了 す る 占 用 で あ っ て 、 次 の

表 に 掲 げ る 占 用 物 件 に 係 る も の の 占 用 料 に つ い て は 、 同 表 の 年 度 及 び 所 在 地 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

同 表 に 掲 げ る 額 と す る 。
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占　　 用　　 物　　 件

占　　　　　　 用　　　　　　 料

単　 位 年　 度

所　　　　 在　　　　 地

甲　　　　　 地

乙　　 地

一　 級　 地 二　 級　 地

道 路 法 （ 昭

和 二 十 七 年

法 律 第 百 八

十 号 。 以 下

「 法 」 と い

う 。 ） 第 三

十 二 条 第 一

項 第 一 号 に

掲 げ る 工 作

物

第 二 種 電 話 柱 一 本 に

つ き 一

年

令 和 五 年 度 二 、 八 八 〇 五 六 〇

第 三 種 電 話 柱 令 和 五 年 度 三 、 九 六 〇 七 七 〇

地 下 に 設 け る

電 線 そ の 他 の

線 類

長 さ 一

メ ー ト

ル に つ

き 一 年

令 和 五 年 度 一 〇 二

地 下 に 設 け る

変 圧 器

占 用 面

積 一 平

方 メ ー

ト ル に

つ き 一

年

令 和 五 年 度 一 、 〇 九 〇 二 一 〇

広 告 塔

表 示 面

積 一 平

方 メ ー

ト ル に

つ き 一

年

令 和 五 年 度 一 八 、 〇 〇 〇 二 、 七 六 〇 五 八 〇

令 和 六 年 度 二 一 、 六 〇 〇 三 、 〇 〇 〇 五 八 〇

外 径 が 〇 ・ 〇

七 メ ー ト ル 未

満 の も の

令 和 五 年 度 七 六 一 五

外 径 が 〇 ・ 〇

七 メ ー ト ル 以

上 〇 ・ 一 メ ー

ト ル 未 満 の も

の

令 和 五 年 度 一 〇 〇 二 一
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法 第 三 十 二

条 第 一 項 第

二 号 に 掲 げ

る 物 件

外 径 が 〇 ・ 一

五 メ ー ト ル 以

上 〇 ・ 二 メ ー

ト ル 未 満 の も

の

長 さ 一

メ ー ト

ル に つ

き 一 年

令 和 五 年 度 二 一 〇 四 二

外 径 が 〇 ・ 二

メ ー ト ル 以 上

〇 ・ 三 メ ー ト

ル 未 満 の も の

令 和 五 年 度 三 二 〇 六 三

外 径 が 〇 ・ 三

メ ー ト ル 以 上

〇 ・ 四 メ ー ト

ル 未 満 の も の

令 和 五 年 度 四 三 〇 八 四

外 径 が 〇 ・ 四

メ ー ト ル 以 上

〇 ・ 七 メ ー ト

ル 未 満 の も の

令 和 五 年 度 七 六 〇 一 五 〇

外 径 が 〇 ・ 七

メ ー ト ル 以 上

一 メ ー ト ル 未

満 の も の

令 和 五 年 度 一 、 〇 九 〇 二 一 〇

外 径 が 一 メ ー

ト ル 以 上 の も

の

令 和 五 年 度 二 、 一 六 〇 四 二 〇

法 第 三 十 二

条 第 一 項 第

五 号 に 掲 げ

る 施 設

上 空 に 設 け る

通 路

占 用 面

積 一 平

方 メ ー

ト ル に

つ き 一

年

令 和 五 年 度 八 、 八 八 〇 二 九 〇

令 和 六 年 度 一 〇 、 六 〇 〇 二 九 〇

地 下 に 設 け る

通 路

令 和 五 年 度 五 、 二 八 〇 一 七 〇

令 和 六 年 度 六 、 三 三 〇 一 七 〇

法 第 三 十 二

条 第 一 項 第

祭 礼 、 縁 日 そ

の 他 の 催 し に

際 し 、 一 時 的

に 設 け る も の

占 用 面

積 一 平

方 メ ー

ト ル に

つ き 一

日

令 和 五 年 度 一 八 〇 二 七 六

令 和 六 年 度 二 一 〇 三 〇 六
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六 号 に 掲 げ

る 施 設

そ の 他 の も の

占 用 面

積 一 平

方 メ ー

ト ル に

つ き 一

月

令 和 五 年 度 一 、 八 〇 〇 二 七 〇 五 八

令 和 六 年 度 二 、 一 六 〇 三 〇 〇 五 八

道 路 法 施 行

令 （ 昭 和 二

十 七 年 政 令

第 四 百 七 十

九 号 。 以 下

「 令 」 と い

う 。 ） 第 七

条 第 一 号 に

掲 げ る 物 件

看 板

（ ア ー
チ で

あ る
も の

を 除
く 。 ）

一 時
的 に

設 け
る も

の

表 示 面

積 一 平

方 メ ー

ト ル に

つ き 一

月

令 和 五 年 度 一 、 六 五 〇 二 五 〇 五 八

令 和 六 年 度 一 、 八 一 〇 二 七 〇 五 八

令 和 七 年 度 一 、 九 九 〇 二 九 〇 五 八

そ の
他 の

も の

表 示 面

積 一 平

方 メ ー

ト ル に

つ き 一

年

令 和 五 年 度 一 六 、 五 〇 〇 二 、 五 三 〇 五 八 〇

令 和 六 年 度 一 八 、 一 〇 〇 二 、 七 八 〇 五 八 〇

令 和 七 年 度 一 九 、 九 〇 〇 三 、 〇 〇 〇 五 八 〇

標 識

一 本 に

つ き 一

年

令 和 五 年 度 二 、 八 八 〇 五 六 〇

旗 ざ
お

祭 礼 、

縁 日
そ の

他 の
催 し

に 際
し 、

一 時
的 に

設 け
る も

の

一 本 に

つ き 一

日

令 和 五 年 度 一 八 〇 二 七 六

令 和 六 年 度 二 一 〇 三 〇 六
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そ の
他 の

も の

一 本 に

つ き 一

月

令 和 五 年 度 一 、 八 〇 〇 二 七 〇 五 八

令 和 六 年 度 二 、 一 六 〇 三 〇 〇 五 八

幕 （ 令
第 七

条 第
四 号

に 掲
げ る

工 事
用 施

設 で
あ る

も の
を 除

く 。 ）

祭 礼 、

縁 日
そ の

他 の
催 し

に 際
し 、

一 時
的 に

設 け
る も

の

そ の 面

積 一 平

方 メ ー

ト ル に

つ き 一

日

令 和 五 年 度 一 八 〇 二 七 六

令 和 六 年 度 二 一 〇 三 〇 六

そ の
他 の

も の

そ の 面

積 一 平

方 メ ー

ト ル に

つ き 一

月

令 和 五 年 度 一 、 八 〇 〇 二 七 〇 五 八

令 和 六 年 度 二 、 一 六 〇 三 〇 〇 五 八

ア ー
チ

車 道
を 横

断 す
る も

の

一 基 に

つ き 一

月

令 和 五 年 度 一 八 、 〇 〇 〇 二 、 七 六 〇 五 八 〇

令 和 六 年 度 二 一 、 六 〇 〇 三 、 〇 〇 〇 五 八 〇

そ の
他 の

も の

令 和 五 年 度 八 、 八 八 〇 一 、 四 四 〇 二 九 〇

令 和 六 年 度 一 〇 、 六 〇 〇 一 、 五 〇 〇 二 九 〇
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令 第 七 条 第 四 号 に 掲 げ る 工

事 用 施 設 及 び 同 条 第 五 号 に

掲 げ る 工 事 用 材 料

占 用 面

積 一 平

方 メ ー

ト ル に

つ き 一

月

令 和 五 年 度 一 、 八 〇 〇 五 八

令 和 六 年 度 二 、 一 六 〇 五 八

備 考
一　 金 額 の 単 位 は 、 円 と す る 。

二　 所 在 地 と は 、 占 用 物 件 の 所 在 地 を い い 、 そ の 区 分 は 、 次 の と お り と し 、 各 年 度 の 初 日 後 に

占 用 物 件 の 所 在 地 の 区 分 に 変 更 が あ っ た 場 合 は 、 同 日 に お け る そ の 区 分 に よ る も の と す る 。

イ　 甲 地　 都 市 計 画 法 （ 昭 和 四 十 三 年 法 律 第 百 号 ） 第 七 条 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 市 街 化 区

域 を い う 。

ロ　 一 級 地　 甲 地 の う ち 、 都 市 計 画 法 第 八 条 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 近 隣 商 業

地 域 及 び 商 業 地 域 の 区 域 で 、 土 地 の 価 格 水 準 が 他 の 区 域 の 土 地 の 価 格 水 準 と 比 較 し て 高 く 、

他 の 区 域 と 区 別 し て 占 用 料 を 徴 収 す る こ と が 適 当 で あ る 区 域 と し て 市 長 が 別 に 定 め る 区 域

を い う 。

ハ　 二 級 地　 甲 地 の う ち 一 級 地 以 外 の 区 域 を い う 。

ニ　 乙 地　 甲 地 以 外 の 区 域 を い う 。

三　 第 二 種 電 話 柱 と は 、 電 話 柱 （ 電 話 そ の 他 の 通 信 又 は 放 送 の 用 に 供 す る 電 線 を 支 持 す る 柱 を

い い 、 電 柱 （ 当 該 電 柱 に 設 置 さ れ る 変 圧 器 を 含 む 。 ） で あ る も の を 除 く 。 以 下 こ の 号 に お い て

同 じ 。 ） の う ち 四 条 又 は 五 条 の 電 線 （ 当 該 電 話 柱 を 設 置 す る 者 が 設 置 す る も の に 限 る 。 以 下 こ

の 号 に お い て 同 じ 。 ） を 支 持 す る も の を 、 第 三 種 電 話 柱 と は 、 電 話 柱 の う ち 六 条 以 上 の 電 線 を

支 持 す る も の を い う も の と す る 。

四　 表 示 面 積 と は 、 広 告 塔 又 は 看 板 の 表 示 部 分 の 面 積 を い う も の と す る 。

五　 表 示 面 積 、 占 用 面 積 若 し く は 占 用 物 件 の 面 積 若 し く は 長 さ が 〇 ・ 〇 一 平 方 メ ー ト ル 若 し く

は 〇 ・ 〇 一 メ ー ト ル 未 満 で あ る と き 、 又 は こ れ ら の 面 積 若 し く は 長 さ に 〇 ・ 〇 一 平 方 メ ー ト

ル 若 し く は 〇 ・ 〇 一 メ ー ト ル 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の 全 面 積 若 し く は 全 長 又 は そ の 端

数 の 面 積 若 し く は 長 さ を 切 り 捨 て て 計 算 す る も の と す る 。

六　 占 用 料 の 額 が 年 額 で 定 め ら れ て い る 占 用 物 件 に 係 る 占 用 期 間 が 一 年 未 満 で あ る と き 、 又 は

そ の 期 間 に 一 年 未 満 の 端 数 が あ る と き は 月 割 り を も っ て 計 算 し 、 な お 、 一 月 未 満 の 端 数 が あ

る と き は 一 月 と し て 計 算 し 、 占 用 料 の 額 が 月 額 で 定 め ら れ て い る 占 用 物 件 に 係 る 占 用 期 間 が

一 月 未 満 で あ る と き 、 又 は そ の 期 間 に 一 月 未 満 の 端 数 が あ る と き は 一 月 と し て 計 算 す る も の

と す る 。
理　 由

道 路 の 占 用 料 を 改 定 す る た め 、 現 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す
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る 理 由 で あ る 。
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第 百 十 六 号 議 案

仙 台 市 都 市 公 園 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 都 市 公 園 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 都 市 公 園 条 例 （ 昭 和 四 十 年 仙 台 市 条 例 第 三 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 七 中

「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��　　　　　　　　　　　　　　　　　　 」

  を

「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��　　　　　　　　　　　　　　　　　　 」

改 め る 。
附　 則

こ の 条 例 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

理　 由

仙 臺
だ い

緑 彩 館 の 交 流 体 験 ホ ー ル 及 び 和 室 の 使 用 料 を 定 め る た め 、 現 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 必 要 が あ る 。

こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

セ ン タ ー ハ ウ ス 海 岸 公 園 シ ャ ワ ー 一 回 に つ き　 百 円

仙 臺
だ い

緑 彩 館 青 葉 山 公 園 専 用 利 用

交 流 体 験

ホ ー ル

一 時 間 に つ き　 九 千 円

和 室 一 時 間 に つ き　 四 千 二 百 円

セ ン タ ー ハ ウ ス 海 岸 公 園 シ ャ ワ ー 一 回 に つ き　 百 円
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第 百 十 七 号 議 案

仙 台 市 茶 室 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 茶 室 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 茶 室 条 例 （ 平 成 三 年 仙 台 市 条 例 第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 の 表 に 次 の よ う に 加 え る 。

仙 台 市 残 月 亭 仙 台 市 青 葉 区 川 内 追 廻 無 番 地

第 十 一 条 を 第 十 四 条 と し 、 第 十 条 の 次 に 次 の 三 条 を 加 え る 。

（ 指 定 管 理 者 ）

第 十 一 条　 市 長 は 、 仙 台 市 残 月 亭 の 管 理 運 営 上 必 要 と 認 め る と き は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第

六 十 七 号 ） 第 二 百 四 十 四 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 指 定 管 理 者 （ 以 下 「 指 定 管 理 者 」 と い う 。 ） に 仙 台

市 残 月 亭 の 管 理 を 行 わ せ る こ と が で き る 。

（ 指 定 管 理 者 が 行 う 業 務 の 範 囲 ）

第 十 二 条　 前 条 の 規 定 に よ り 指 定 管 理 者 に 仙 台 市 残 月 亭 の 管 理 を 行 わ せ る 場 合 に 当 該 指 定 管 理 者 が 行 う

業 務 は 、 次 に 掲 げ る 業 務 と す る 。

一　 第 四 条 第 一 項 の 許 可 に 関 す る 業 務

二　 仙 台 市 残 月 亭 の 維 持 管 理 に 関 す る 業 務

三　 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 市 長 が 必 要 と 認 め る 業 務

２　 前 項 の 場 合 に お け る 第 四 条 及 び 第 十 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 市 長 」 と あ る の

は 、 「 指 定 管 理 者 」 と す る 。

（ 指 定 管 理 者 が 行 う 管 理 の 基 準 ）

第 十 三 条　 指 定 管 理 者 は 、 こ の 条 例 及 び こ の 条 例 に 基 づ く 規 則 の 定 め る と こ ろ に 従 い 、 適 正 に 仙 台 市 残

月 亭 の 管 理 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表 （ 第 五 条 関 係 ）
使 用 区 分 金 額

仙 台 市 六 幽 庵

第 一 和 室

午 前� 三 、 二 〇 〇 円

午 後� 五 、 五 〇 〇 円

第 二 和 室

午 前� 三 、 二 〇 〇 円

午 後� 五 、 五 〇 〇 円

小 間

午 前� 一 、 九 〇 〇 円

午 後� 三 、 二 〇 〇 円

立 礼 席

午 前� 三 、 二 〇 〇 円

午 後� 五 、 五 〇 〇 円
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仙 台 市 緑 水 庵

午 前� 一 、 八 〇 〇 円

午 後� 三 、 〇 〇 〇 円

仙 台 市 仙 庵

午 前� 一 三 、 四 〇 〇 円

午 後� 二 二 、 四 〇 〇 円

仙 台 市 茂 ケ 崎 庵

第 一 和 室

午 前� 一 、 八 〇 〇 円

午 後� 三 、 〇 〇 〇 円

第 二 和 室

午 前� 一 、 八 〇 〇 円

午 後� 三 、 〇 〇 〇 円

第 三 和 室

午 前� 一 、 五 〇 〇 円

午 後� 二 、 五 〇 〇 円

第 四 和 室

午 前� 一 、 八 〇 〇 円

午 後� 三 、 〇 〇 〇 円

第 五 和 室

午 前� 一 、 五 〇 〇 円

午 後� 二 、 五 〇 〇 円

第 六 和 室

午 前� 一 、 一 〇 〇 円

午 後� 一 、 九 〇 〇 円

仙 台 市 残 月 亭 一 時 間 に つ き� 一 、 〇 〇 〇 円

備 考
一　 「 午 前 」 と は 午 前 九 時 か ら 正 午 ま で を 、 「 午 後 」 と は 正 午 か ら 午 後 五 時 ま で を い う 。

二�　 一 時 間 ご と の 使 用 料 を 定 め た 使 用 区 分 以 外 の 使 用 区 分 に お い て 、 午 前 九 時 か ら 午 後 五 時 ま

で の 使 用 時 間 に 係 る 使 用 料 は 、 午 前 の 項 及 び 午 後 の 項 に 掲 げ る 額 の 合 計 額 と す る 。

三�　 前 号 の 使 用 区 分 に お い て 、 こ の 表 に 定 め る 使 用 時 間 以 外 の 時 間 に 使 用 す る 場 合 に お け る 使

用 料 は 、 そ の 使 用 が 午 前 九 時 以 前 の と き は 午 前 の 項 に 、 午 後 五 時 以 降 の と き は 午 後 の 項 に そ

れ ぞ れ 掲 げ る 額 を 時 間 割 り し て 計 算 し た 額 と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 そ の 使 用 時 間 に 一 時

間 に 満 た な い 端 数 が あ る と き は 、 こ れ を 一 時 間 に 切 り 上 げ る 。

四�　 仙 台 市 茂 ケ 崎 庵 の 和 室 を 三 室 以 上 同 時 に 使 用 す る 場 合 の 使 用 料 は 、 こ の 表 に 定 め る 当 該 和

室 に 係 る 使 用 料 の 合 計 額 の 八 割 に 相 当 す る 額 と す る 。

五�　 前 二 号 の 規 定 に よ り 計 算 し て 得 た 額 に 百 円 未 満 の 端 数 が 生 じ た と き は 、 こ れ を 百 円 に 切 り

上 げ る 。

附　 則

こ の 条 例 は 、 市 長 が 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

理　 由

残 月 亭 を 設 置 す る と と も に 、 指 定 管 理 者 に 残 月 亭 の 管 理 を 行 わ せ る こ と に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る た

め 、 現 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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第 百 十 八 号 議 案

仙 台 市 農 業 集 落 排 水 事 業 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 農 業 集 落 排 水 事 業 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

仙 台 市 農 業 集 落 排 水 事 業 条 例 （ 平 成 二 年 仙 台 市 条 例 第 五 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 朴 沢 地 区 の 項 を 削 る 。

附　 則

（ 施 行 期 日 ）

１　 こ の 条 例 は 、 市 長 が 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

（ 仙 台 市 下 水 道 条 例 の 一 部 改 正 ）

２　 仙 台 市 下 水 道 条 例 （ 昭 和 三 十 五 年 仙 台 市 条 例 第 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　　 附 則 に 次 の 三 項 を 加 え る 。

15　 朴 沢 地 区 の 区 域 に お い て 、 農 業 集 落 排 水 処 理 施 設 か ら 仙 台 市 農 業 集 落 排 水 事 業 条 例 の 一 部 を 改 正

す る 条 例 （ 令 和 四 年 仙 台 市 条 例 第　　 号 ） の 施 行 の 日 （ 以 下 こ の 項 か ら 附 則 第 十 七 項 ま で に お い て

「 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後 引 き 続 き 公 共 下 水 道 を 使 用 し た 場 合 の 施 行 日 か ら 施 行 日 以 後 初 め て 公 共

下 水 道 の 使 用 料 の 支 払 を 受 け る 権 利 が 確 定 さ れ る 日 ま で の 期 間 に 係 る 当 該 使 用 料 に 係 る 第 十 一 条 の

三 第 二 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 の 表 中

� 「
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 「

　　　　　　　　　　　　　　　　　 と あ る の は 、　　　　　　　　　　　　 と す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 」　　　　　　　　　　　　　　　　 」

16　 施 行 日 前 に 、 仙 台 市 農 業 集 落 排 水 事 業 条 例 （ 平 成 二 年 仙 台 市 条 例 第 五 十 三 号 ） の 規 定 に 基 づ き 、

前 項 の 区 域 に 関 し 施 行 日 以 後 の 期 間 に わ た っ て な さ れ た 占 用 の 許 可 に 係 る 占 用 期 間 の う ち 施 行 日 以

後 の 期 間 に 係 る 当 該 許 可 は 、 こ の 条 例 の 相 当 規 定 に 基 づ き な さ れ た も の と み な す 。

17　 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 施 行 日 前 に 仙 台 市 農 業 集 落 排 水 事 業 条 例 の 規 定 に 基 づ き な さ れ た 申 請 、

届 出 そ の 他 の 行 為 で 附 則 第 十 五 項 の 区 域 に 係 る も の は 、 こ の 条 例 の 相 当 規 定 に 基 づ き な さ れ た も の

と み な す 。
理　 由

朴 沢 地 区 を 公 共 下 水 道 の 処 理 区 域 と す る た め 、 現 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の

条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

汚 水 量 千 立 方

メ ー ト ル を 超

え 一 万 立 方

メ ー ト ル ま で

の 分

汚 水 量 一 万 立

方 メ ー ト ル を

超 え る 分

四 〇 六 円 四 二 〇 円

汚 水 量 千 立 方

メ ー ト ル を 超

え る 分
四 〇 六 円
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第 119 号議案

工事請負契約の締結に関する件

工事請負契約を次のとおり締結することにつき，議会の議決に付すべき契約に関する条例第 2

条の規定により，議決を求める。

1　工 事 件 名　　（都）南小泉茂庭線（宮沢橋工区）橋梁上部工工事

2　工事施行場所　　�仙台市若林区堰場及び太白区根岸町地内

3　契約の方法　　一般競争入札

4　契 約 金 額　　金 3,848,130,000円

5 　契約の相手方　　仙台市青葉区本町二丁目 1番29号

　　　　　　　　　　駒井ハルテック・三井住友建設鉄構エンジニアリング・角藤共同企業体

　　　　　　　　　　　構成員　大阪市西区立売堀四丁目 2番21号

　　　　　　　　　　　　　　　株式会社駒井ハルテック

　　　　　　　　　　　構成員　千葉市美浜区中瀬二丁目 6番地 1

　　　　　　　　　　　　　　　三井住友建設鉄構エンジニアリング株式会社

　　　　　　　　　　　構成員　長野県長野市南屋島515番地

　　　　　　　　　　　　　　　株式会社角藤
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第 120 号議案

工事請負契約の締結に関する件

工事請負契約を次のとおり締結することにつき，議会の議決に付すべき契約に関する条例第 2

条の規定により，議決を求める。

1　工 事 件 名　　仙台市若林区役所大規模改修機械設備工事及び内部改修等建築工事

2　工事施行場所　　�仙台市若林区保春院前丁 3番 1， 3番33

3 　契約の方法　　一般競争入札

4　契 約 金 額　　金 954,800,000円

5 　契約の相手方　　仙台市宮城野区新田三丁目21番 5 号

　　　　　　　　　　中央管工業・大盛設備工業共同企業体

　　　　　　　　　　　構成員　仙台市宮城野区新田三丁目21番 5 号

　　　　　　　　　　　　　　　中央管工業株式会社

　　　　　　　　　　　構成員　仙台市太白区西中田五丁目 7番 6号

　　　　　　　　　　　　　　　株式会社大盛設備工業
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第 121 号議案

財産の取得に関する件

次の財産を取得することにつき，仙台市財産条例第 2条の規定により，議決を求める。

品　　　　名 金　　額 取　得　の　相　手　方 備　　　考

コンピュータ等一式
（ソフトウェアを含
む。）

� 円

161,110,950
仙台市青葉区二日町 1番23号
せんだい教員用ＧＩＧＡスクール端末
整備企業連合

学習者用（東二
番丁小学校ほか
186校分）
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第 122 号議案

指定管理者の指定に関する件

次の施設の指定管理者を指定することにつき，地方自治法第244条の 2第 6 項の規定により，

議決を求める。

施設の名称 指 定 す る 団 体 指定の期間

青葉山公園の一部（仙
臺
だい

緑彩館及び仙台市残
月亭を含む。）

東京都文京区関口一丁目47番12号
青葉山エリアマネジメント

令和 5年 4月 1日から
令和15年 3 月31日まで
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第 123 号議案

市道路線の認定及び廃止に関する件

市道の路線を次のとおり認定し，及び廃止することにつき，道路法第 8条第 2項（同法第10条

第 3項において準用する場合を含む。）の規定により，議決を求める。

1　認定するもの

路　　　　線　　　　名 起　　　　　　　　　点
終　　　　　　　　　点

盆 谷 地 砂 山 線 仙台市宮城野区岡田字砂山254番
　　　同　　　　　　　　146番 3

四 郎 丸 神 明 10 号 線 仙台市太白区四郎丸字神明91番15
　　　同　　　　　　　　91番38

2 　廃止するもの

路　　　　線　　　　名 起　　　　　　　　　点
終　　　　　　　　　点

盆 谷 地 砂 山 線 仙台市宮城野区岡田字砂山254番
　　　同　　　　　　　　147番 2
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第 124 号議案

専決処分事項に関する件

地方自治法第179条第 1 項の規定により，特に緊急を要した次の事項について別紙のとおり�

専決処分したことにつき，同条第 3項の規定により，報告し，承認を求める。

　令和 4年度仙台市一般会計補正予算（第 5号）
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令和 4年度仙台市一般会計補正予算（第 5号）

令和 4年度仙台市の一般会計補正予算（第 5号）は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第 1条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ503,960千円を追加し，歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ609,983,129千円とする。

2　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の�

金額は，「第 1表　歳入歳出予算補正」による。

令和 4年 7月12日

仙台市長　　郡　　和 子
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第 125 号議案

仙台市教育委員会の委員の任命に関する件

仙台市教育委員会の委員阿子島佳美は令和 4年10月 5 日に任期を満了するので，別紙の者を後

任の委員に任命することにつき，地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 4条第 2項の規定

により，同意を求める。

95

※上記別紙の者は，庄司弘美



第 126 号議案

仙台市人事委員会の委員の選任に関する件

仙台市人事委員会の委員内田正之は令和 4年12月 9 日に任期を満了するので，別紙の者を後任

の委員に選任することにつき，地方公務員法第 9条の 2第 2項の規定により，同意を求める。

97

※上記別紙の者は，内田正之



第 127 号議案

人権擁護委員候補者の推薦に関する件

別紙の者を人権擁護委員候補者に推薦することにつき，人権擁護委員法第 6条第 3項の規定に

より，意見を求める。

99

※上記別紙の者は，早坂喜代美，千葉マリ，阿部千恵子及び菅原修




